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１２月定例市議会の概要　一般会計補正予算４億５０３６万円を追加！   …………２～３
　「原子力発電に依存しないエネルギー政策の確立を求める意見書」を国へ提出！など
議員報酬等検討委員会を議会に設置・市内９会場で議会報告会を開催、議会日誌  ……４
１２月定例市議会の議案・請願の賛否状況  ………………………………………………５
一般質問　　議員２１人が登壇  ………………………………………………………６～１６
決算審査特別委員会の審査報告（平成２２年度福知山市歳入歳出決算）  ………………１７
常任委員会の審査報告  ………………………………………………………………１８～１９
元気やで福知山！「市消防団ファイヤーエンジェルス」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員訪問インタビュー№2  ………………２０

（上）福知山市幼年消防クラブ、元気に行進！
（左）消防団カラーガード隊、規律正しく威風堂々と！

　　（撮影：内記３丁目  足  立  等 さん）
あ だち ひとし

主 な 内 容

※議員訪問インタビューの取材先と議会だより表紙写真を募集！
詳しくは、福知山市議会事務局（電話 24-7031）まで
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　12月定例会は12月2日から12月 22日までの21日間にわたって開催されました。
　まず、9月定例会で継続審査とし、決算審査特別委員会で審査をしていた、平成22年度一般会計歳入歳出決算
の認定や平成22年度企業会計決算の認定などの21議案をいずれも原案どおり認定しました。そして、平成23
年度一般会計ほか国民健康保険事業など9会計の補正予算及び条例の一部改正など32議案を審議し、いずれも原
案可決しました。
　追加提案のあった人事議案では、人権擁護委員2名の推薦について同意しました。
　また、市民から出されていた請願6件の内、1件を採択、1件を不採択とし、残りの4件は継続審査としまし
た。一般質問は、12、13、14日の3日間で行われ、21人の議員が質問に立ち、市政をただしました。

概 要概　要

（関連記事：P17決算審査特別委員会審査報告） 

一般会計補正予算総額4億 5036万円追加！ 一般会計補正予算総額4億 5036万円追加！ 5036万円追加！ 
「原子力発電に依存しないエネル ギー政策の確立を求める意見書」を国へ提出！ 「原子力発電に依存しないエネル ギー政策の確立を求める意見書」を国へ提出！ ギー政策の確立を求める意見書」を国へ提出！ 
平成22年度決算21会計を 認定！ 平成22年度決算21会計を 認定！ 認定！ 

『安心安全対策』
暮らしといのちを守るやすらぎのまちに
●障害福祉施設整備 2451万円
●日中活動給付 7174万円
●救急医療情報キット配付 225万円
●高齢者福祉支援システム整備 700万円
●住宅用太陽光発電システム設置 496万円
●災害復旧（農地・農業用施設、林道施設、道路橋りょ
う） 2157万円

●水処理施設修繕 4150万円
●道路新設改良（前田アザミ谷線） 3000万円
●国道 9号線関連安心安全整備 2000万円
●住宅耐震改修 900万円
●市営住宅修繕 300万円
●ガス事業（ガス事業会計） 1419万円

12月定例市議会 一般会計ほか補正予算のつかいみち12月定例市議会　一般会計ほか補正予算のつかいみち
『子育て・教育の推進』
安心して子育てができ健全な子どもを育むまちに
●子育て支援特別対策 91万円
●医療（子宮頸がん予防ワクチン接種、ふくふく医療
費支給、京都子育て支援医療費支給、福祉医療費（母
子）支給） 4452万円

●保育所委託 8621万円
●小学校就学援助・特別支援就学奨励 243万円
●子ども手当支給事務 450万円

『地域活性化対策』
活気とにぎわいあふれるまちに
●市内バス時刻表作成 50万円
●障害者スポーツ施設等整備 163万円
●地域公民館等施設改修 109万円
●公設市場施設改修（公設地方卸売市場事業特別会計）
 474万円

●食肉センター運営（と畜場費特別会計） 262万円

『雇用・景気対策』
生活の安定と産業の振興をサポートするまちに
●ふるさと融資貸付 6100万円

『その他』
●人件費補正（一般会計・特別会計） △ 2558万円
●補助金等償還金 3313万円

※補正後の平成 23年度一般会計予算の総額は
　405 億 5008 万円に。

（※補正予算額については、万円止で記載）
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●福知山市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例
　　障害者自立支援法の改正に伴う、文言の整理
●特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例及び福知山市旅費支給条例
　　スポーツ基本法の制定に伴う、規定の整理
●福知山市一般職職員の給与に関する条例等
　　一般職職員の給料月額を平均 0．24％引き下げることに伴う、規定の整理
●福知山市行政財産使用料条例
　　自動販売機の設置を行政財産の貸付けに変更することに伴う、規定の整備
●福知山市消防団員等公務災害等補償条例
　　障害者自立支援法の改正に伴う、文言の整理
●福知山市災害弔慰金の支給等に関する条例
　　災害弔慰金の支給対象となる遺族の範囲に同居または同一生計の兄弟姉妹を加えるもの

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例がががががががががががが改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正さささささささささささされれれれれれれれれれれれままままままままままままししししししししししししたたたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。。。◆条例が改正されました。
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「原子力発電に依存しないエネルギー政策の確立を求める意見書」を国へ提出する。「原子力発電に依存しないエネルギー政策の確立を求める意見書」を国へ提出する。
　市議会では、東日本大震災での原発事故を教訓として、子どもたちにこのような不安と危険を残さないため、国
において原子力発電によるエネルギー政策の抜本的な転換を図り、地球温暖化対策の観点からも、電力消費低減対
策に取り組むとともに、再生可能エネルギーの導入、利用促進を積極的に進めることを求める意見書を 12月 2日、
国の関係機関に提出しました。

■請　願
採択となったもの　●障害者総合福祉法の制定を求める国への意見書についての請願
　　請願者　福知山市身体障害者団体連合会　会長　河田忠男さん　　福知山精神障害者家族会　会長　山路禮子さん
　　　　　　福知山障害児（者）親の会　会長　稲継清秀さん
　　紹介議員／塩見卯太郎議員　　田中法男議員　　稲葉民俊議員　　�橋正樹議員　　谷口　守議員
　　　　　　　木戸正�議員　　塩見日出勝議員
　（請願の目的）

　国の障がい者制度改革推進会議の総合福祉部会で示された「障害者総合福祉法の骨格に関する総合福祉部会
の提言」は、幅広い障害者、関係者の意見が反映されたものとなっており、この提言を反映した新たな「障害
者総合福祉法」が平成 24年度通常国会で成立し制定されることを求める。　　

不採択となったもの　●福知山市立学校教育改革推進プログラム等にかかわる特別委員会の設置を求める請願
　　請願者　福知山の子どもと教育を考える会　代表　安達忠志さん、金澤栄子さん
　　紹介議員／荒川浩司議員　　�橋正樹議員　　中島英俊議員　　足立　進議員　　大槻富美子議員
　（請願の目的）

　福知山市議会において、福知山市教育委員会による「福知山市立学校教育改革推進プログラム」と教育行政
の調査・検証・提言等を行うための特別委員会の設置を求める。

　意見書ってなに？
　意見書とは、地方公共団体（府市町村など）の
公益にかかわる事柄に関して、議会の議決に基づ
き、議会としての意見や希望を内閣総理大臣、国
会、関係行政庁に提出することをいいます。意見
書の発案は議員が行い、これを議会にはかり、決
定して、議長の名で関係機関に提出します。
　請願ってなに？
　請願とは、みなさんの意見や要望を文書にまと
めて議会に提出することをいいます。この場合は、
1名以上の議員の紹介が必要で、記名押印した請
願書を提出することが要件となっています。受理
された請願書は、本会議で関係する委員会に付託
（審査をまかせること）され、慎重に審査された
後、本会議において採択・不採択を決定します。

　1　　将来的に原子力発電から転換し、電力消費低減対策に取り組むとともに、再生可能エネルギーなど代替
エネルギーへの転換を図る新たなエネルギー政策を進めること。

　2　　原子力発電の安全を確保するため、高経年化している原子力発電所は廃止にすること。
　3　　原子力発電所にかかる防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲（ＥＰＺ）の拡大に伴い、緊急防護措

置区域（ＵＰＺ）を初めとする安全基準の抜本的な見直しを早急に進めること。
　4　　原子力発電所周辺地域の防災対策の確立を図るために、新たに生じる医療提供体制や避難体制及び放射

線等のモニタリング体制等の整備について、国の責任において体制整備または財政支援を講じること。
　5　　家庭、事業所等における省エネ、エコ化を推進するため、太陽光発電設備やＬＥＤ照明の普及、エコポ

イント制度の拡充実施とともに、税制、財政、金融面での支援措置を講じること。

要

望

の

内

容

その他、意見書の提出　●「障害者総合福祉法の早期制定を求める意見書」を12月22日、国の関係機関に提出しました。
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福知山市議会ホームページへの 
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検　索 福知山市議会 
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を入力してクリック！ 

http://fukuchiyama-shigikai. jp/

　市議会ホームページでは、議員紹介、議決結果、 
定例会日程、市議会の概要などが確認できます。ま 
た、会議録の閲覧・検索、議会中継や録画放映を見 
ることができます。 
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市
議
会
行
政
視
察
来
市

25
　

日　

経
済
委
員
会
行
政
視
察

27
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

30
　

日　

京
都
府
市
議
会
議
長
会
、愛
媛
県
西
条
市
議
会

31

行
政
視
察
来
市

〒620-8501  福知山市字内記13番地の1（市役所本庁舎 5階） 
電話0773-24-7031（直通）　FAX0773-24-7080 
Email：sigikai@city.fukuchiyama.kyoto.jp

市議会に関するご意見や問合せは下記までお願いします。 

 
議
会
報
告
会
を
開
催　
 

　

市
内
9
会
場
で

　

1
4
7
名
の
市
民
が
参
加

　　

議
員
が
各
地
域
に
出
向
き
、

市
民
の
皆
様
の
声
を
議
会
の
運

営
改
善
と
政
策
立
案
に
活
か
す

こ
と
を
目
的
に
、　

月　

日
か

11

15

ら　

日
に
か
け
て
、
市
民
会
館

19
な
ど
市
内
9
会
場
で
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
議
員
が
議
会

の
役
割
や
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

 

〔
参
加
さ
れ
た
方
の
声
〕

●
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
市
民
の

意
見
を
聞
い
て
積
極
的
に
行
動

し
て
ほ
し
い
。

●
市
政
の
問
題
点
、
課
題
を
明

確
に
し
、
そ
の
対
策
を
市
民
に

報
告
し
て
ほ
し
い
。

●
今
回
の
報
告
会
は
、
議
会
の

画
期
的
行
動
と
し
て
評
価
し
ま

す
。
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
今
後
は
、
多
彩
な
報
告
を
さ

れ
、
市
民
と
議
員
の
活
発
な
意

見
交
流
の
場
に
し
て
ほ
し
い
。

●
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に
、

呼
び
か
け
の
工
夫
や
努
力
が
必

要
。

●
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
で
あ

る
こ
と
を
望
む
。
議
会
基
本
条

例
の
制
定
で
議
会
活
動
が
市
民

に
身
近
な
も
の
と
な
れ
ば
い
い
。  

議
員
報
酬
等

 
検
討
委
員
会
を
設
置

委
員
長　

奥
藤　

晃　
　

副
委
員
長　

大
谷
洋
介　

委
員

　

桐
村
一
彦
・
塩
見
日
出
勝

　

田
渕
裕
二
・
芦
田
眞
弘

　

中
島
英
俊
・
木
戸
正
�

　

�
橋
正
樹

　　

議
員
の
報
酬
や
議
員
定
数
、

政
務
調
査
費
に
つ
い
て
調
査
検

討
を
行
う
た
め
、
福
知
山
市
議

会
議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
月
に
1
回
程

度
開
催
し
、
議
員
報
酬
に
つ
い

て
は
3
月
を
目
途
に
方
針
を
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
議
員
定
数

と
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
任

期
中
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

（
第
1
回
会
議
）

　

平
成　

年　

月　

日
開
催

23

11

22

　

◎
役
職
を
決
定
。

（
第
2
回
会
議
）

　

平
成　

年　

月　

日
開
催

23

12

21

　

◎
議
員
報
酬
に
つ
い
て
検
討
。

（
第
3
回
会
議
）

　

平
成　

年
1
月　

日
開
催

24

12

　

◎
議
員
報
酬
に
つ
い
て
検
討
。

（
第
4
回
会
議
）

　

平
成　

年
1
月　

日
開
催

24

23

　

◎
議
員
報
酬
に
つ
い
て
検
討
。

議員報酬等検討委員会

川口地域公民館で開催した議会報告会

議
会
日
誌

 

議
会
日
誌

 

議
会
日
誌

 
11
月
〜
1
月
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■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案の賛否状況を掲載しています。） 

■全員賛成で可決となった議案

○：議案に対して賛成     ×：議案に対して反対  －：棄権　　※野田勝康議員（福政会）は、議長職のため表決に加わっていません。

請　願市会発意
第２号議第７９号議第７８号議第７７号議第７５号議第７３号議第６５号議第

６２号
議第
５３号

議第
４４号議第４２号議第３８号議第３７号議第３５号議第３０号議第２９号議第２６号議第

２５号

福
知
山
市
立
学
校
教
育
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
か
か

わ
る
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
請
願

原
子
力
発
電
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
福
知
山

市
岡
ノ
三
教
育
集
会
所
）

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
福
知
山

市
小
田
教
育
集
会
所
）

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
福
知
山

市
前
田
教
育
集
会
所
）

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
福
知
山

市
公
設
地
方
卸
売
市
場
）

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
福
知
山
市

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
や
く
の
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
ほ
か
）

福
知
山
市
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
市
ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

２３

平
成　

年
度
福
知
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

２３

平
成　

年
度
福
知
山
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

２２

平
成　

年
度
福
知
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

２２

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
都
市
計
画
事
業
福
知
山
駅
周
辺
土
地

２２

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
都
市
計
画
事
業
石
原
土
地
区
画
整
理

２２

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
都
市
計
画
事
業
福
知
山
駅
南
土
地
区

２２

画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

２２

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

２２

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳

２２

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

２２

不採択可決可決可決可決可決可決可決可決可決認定認定認定認定認定認定認定認定認定議決結果
○○○○○○○××××××××××××塩見卯太郎日本共

産党福
知山市
会議員
団

○○○○○○○××××××××××××足 立　 進
○○○○○○○××××××××××××大槻富美子
○○○○○○○××××××××××××中島　英俊
○○○○○○○××××××××××××吉見　純男
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○大谷　洋介公明党

福知山
市会議
員団

×○○○○○○○○○○○○○○○○○○足立　伸一
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○吉見　茂久
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○田中　法男

福知山
未来の
会

×○○○○×○○○○○○○○○○○○○奥 藤　 晃
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○田渕　裕二
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○谷垣　和夫
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○森下　賢司
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○谷 口　 守

平成会
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○高宮　辰郎
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○藤 田　 守
×○○○○○○○○○○○○○○○○○○桐村　一彦
×○○○○×○○○○○○○○○○○○○木戸　正�

政和会
×○○○○○×○○○×○×××××○×稲垣　司郎
×○×××○○○○○○○○○○○○○○稲葉　民俊

福政会 欠席○○○○×○○○○○○○○○○○○○和 田　 久
×―○○○×○○○○○○○○○○○○○芦田　眞弘
○○○○○○○○○○○○○○○×○○×荒川　浩司市民と

改革の会 ○○○○○○○○○○○○○○○×○○×�橋　正樹
×○○○○○○○○○○○○○○×○○×塩見日出勝無会派

議　
　

案

会派別議員名
（議決結果）

12月定例市議会の議決結果について

福知山市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第６３号平成２２年度福知山市国民健康保険診療所費特別会計歳入歳出決算の認定について議第２７号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例及び福知山市旅費支給条例の一部を改正する条例の制定について議第６４号平成２２年度福知山市と畜場費特別会計歳入歳出決算の認定について議第２８号

福知山市行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について議第６６号平成２２年度福知山市宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について議第３１号

福知山市消防団員等公務災害等補償条例の一部を改正する条例の制定について議第６７号平成２２年度福知山市休日急患診療所費特別会計歳入歳出決算の認定について議第３２号

福知山市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第６８号平成２２年度福知山市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定について議第３３号

工事請負契約の締結について（福知山市新学校給食センター建設工事）議第６９号平成２２年度福知山市老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について議第３４号

同（福知山市新学校給食センター建設工事に伴う機械設備工事）議第７０号平成２２年度福知山市農業集落排水施設事業特別会計歳入歳出決算の認定について議第３６号

字の区域の設定並びに字の区域及び名称の変更について（経営体育成基盤整備事業河東地区）議第７１号平成２２年度福知山市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について議第３９号

公の施設に係る指定管理者の指定について（福知山市中夜久野集会所）議第７２号平成２２年度大江都市計画事業河守土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について議第４０号

同（福知山市ファームガーデンやくの子ども等体験農園）議第７４号平成２２年度福知山市下夜久野地区財産区管理会特別会計歳入歳出決算の認定について議第４１号

同（福知山市大江町小規模農家支援センター）議第７６号平成２２年度福知山市ガス事業会計決算の認定について議第４３号

同（福知山市金山教育集会所）議第８０号平成２２年度福知山市病院事業会計決算の認定について議第４５号

同（福知山市新町文化センター）議第８１号平成２３年度福知山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）議第５４号

同（福知山市芦田均記念館）議第８２号平成２３年度福知山市国民健康保険診療所費特別会計補正予算（第１号）議第５５号

損害賠償の額について議第８３号平成２３年度福知山市と畜場費特別会計補正予算（第１号）議第５６号

土地改良事業の施行について（農地農業用施設災害復旧事業）議第８４号平成２３年度福知山市休日急患診療所費特別会計補正予算（第１号）議第５７号

人権擁護委員の候補者の推薦について（横田克宏さん　大身、６８歳）議第８５号平成２３年度福知山市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１号）議第５８号

人権擁護委員の候補者の推薦について（梅原美代子さん　南有路、６３歳）議第８６号平成２３年度福知山市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）議第５９号

障害者総合福祉法の早期制定を求める意見書市会発意第３号平成２３年度福知山市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）議第６０号

障害者総合福祉法の制定を求める国への意見書についての請願請　　願平成２３年度福知山市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）議第６１号
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�

行
き
過
ぎ
た
入
札
の
価
格

競
争
は
、
長
期
的
に
は
建
設
業

界
に
疲
弊
を
も
た
ら
す
と
し
て
、

京
都
府
は
制
度
の
見
直
し
に
向

け
て
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

た
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
本

市
の
入
札
制
度
の
方
向
を
ど
の

問

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

�

府
の
検
討
内
容
に
つ
い
て

は
、
最
低
制
限
価
格
の
引
き
上

げ
や
予
定
価
格
の
事
後
公
表
の

一
部
試
行
な
ど
、
入
札
制
度
全

般
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
府

が
取
り
組
ん
で
い
る
制
度
の
見

直
し
の
方
向
性
を
引
き
続
き
注

視
し
な
が
ら
、
本
市
の
入
札
制

度
も
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。　
　
（
管
財
契
約
課
）

�

国
道
1
7
5
号
線
・
市
道

答問

新
町
穴
瀬
線
（
ス
ー
パ
ー
フ
ク

ヤ
駐
車
場
隣
）
交
差
個
所
は
過

去
に
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
昨
年
、
信
号
機
が
設
置
さ

れ
最
近
、
交
通
量
が
増
加
し
て

い
る
。
道
路
幅
が
溝
蓋
を
含
め

４
・
８
ｍ
と
狭
く
、
そ
の
う
え

隣
接
地
に
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場

出
入
り
口
が
あ
り
、
事
故
の
可

能
性
が
大
き
い
。
本
市
の
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
も
乗
り
入
れ

て
い
る
。
道
路
拡
幅
な
ど
の
早

急
の
対
策
が
必
要
だ
。

�

側
溝
を
含
み
4
・
8
ｍ
の

市
道
で
あ
る
が
、
昨
年
度
に
国

答

道
と
の
交
差
点
に
信
号
が
設
置

さ
れ
た
。
地
元
か
ら
も
拡
幅
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
幅
員

は
市
道
認
定
基
準
の
4
・
0
ｍ

を
満
た
し
て
お
り
、
普
通
車
両

の
離
合
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

拡
幅
工
事
と
な
る
と
、
構
造
物

の
設
置
や
信
号
機
移
設
に
伴
う

多
大
な
事
業
費
や
用
地
処
理
、

交
差
点
協
議
な
ど
課
題
が
多
く

あ
り
、
早
期
の
対
応
は
困
難
だ
。

（
土
木
課
）

�

平
成　

年
3
月　

日
に
、

22

19

第
7
回
由
良
川
流
域
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
継
続
的

に
開
催
さ
れ
る
べ
き
懇
談
会
が
、

1
年
9
カ
月
を
経
過
し
て
も
、

再
開
さ
れ
て
い
な
い
。
地
域
住

民
は
、
再
開
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
。
市
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
の
か
。

�

由
良
川
下
流
部
緊
急
水
防

災
対
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

様
の
要
望
を
、
政
府
、
国
交
省

に
直
接
地
元
の
声
と
し
て
訴
え

て
き
て
い
る
。　

月
2
日
、
国

11

交
省
政
務
三
役
、
地
元
選
出
国

問答

会
議
員
及
び
国
交
省
へ
の
提
言

を
行
っ
た
。
由
良
川
中
流
部
連

続
堤
防
の
強
力
な
推
進
、
由
良

川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
早
期

見
直
し
、
第
8
回
の
流
域
懇
談

会
開
催
に
向
け
て
強
く
要
望
し

て
い
る
が
、
現
在
、
調
査
段
階

で
遅
く
な
っ
て
い
る
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。　
　
（
都
市
整
備
課
）

平　成　会

高宮　辰郎 議員

入
札
制
度
の
改
善
は

月
定
例
市
議
会
 

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
 

21
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

21
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

12

●質問議員● 
1 . 
2 . 
3 . 
4 . 
5 . 
6 . 
7 . 
8 . 
9 . 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 
15. 
16. 
17. 
18. 
19. 
20. 
21.

高宮　辰郎 
中島　英俊 
田中　法男 
稲垣　司郎 
吉見　茂久 
　橋　正樹 
和田　　久 
桐村　一彦 
藤田　　守 
田渕　裕二 
足立　伸一 
塩見卯太郎 
塩見日出勝 
谷垣　和夫 
吉見　純男 
芦田　眞弘 
荒川　浩司 
森下　賢司 
大槻富美子 
大谷　洋介 
足立　　進 

（平成会） 
（日本共産党市会議員団） 
（福知山未来の会） 
（政和会） 
（公明党市会議員団） 
（市民と改革の会） 
（福政会） 
（平成会） 
（平成会） 
（福知山未来の会） 
（公明党市会議員団） 
（日本共産党市会議員団） 
（無会派） 
（福知山未来の会） 
（日本共産党市会議員団） 
（福政会） 
（市民と改革の会） 
（福知山未来の会） 
（日本共産党市会議員団） 
（公明党市会議員団） 
（日本共産党市会議員団） 

〔注記〕記事中の「市民交流プラザ」は「（仮称）市民 
交流プラザふくちやま」を略して表記しています。 

※所属会派は12月末現在 ※所属会派は12月末現在 

※
こ
の
一
般
質
問
の
掲
載
内
容
は
、
質
問
内
容
を
も
と
に
各
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。 

事
故
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
い
、
市
道
の

安
全
対
策

由
良
川
流
域
懇
談
会

の
開
催
は

大江町スーパーフクヤ隣の交差点
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�

「
避
難
な
ど
の
防
護
対
策

の
範
囲
」
が　

㎞
に
拡
大
と
な

30

る
。
高
浜
原
発
か
ら　

㎞
圏
の

30

世
帯
数
と
人
数
は
。

�

大
江
町
の
3
自
治
会
で
1

2
4
世
帯
、
3
1
0
名
。

問答

�

夜
久
野
町
の
直
見
の
一
部 

・
板
生
・
平
野
・
中
夜
久
野
地

区
は　

㎞
を
越
す
が
、
同
じ　

50

50

㎞
圏
と
し
て
対
策
を
。

�

市
全
域
を　

㎞
圏
の
「
ヨ

50

ウ
素
剤
配
布
」
対
象
と
す
る
。

（
総
務
課
） 

問答

�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）
は
、
農
業
、
食
の
安
全
、

医
療
保
険
制
度
、
公
共
事
業
な

ど
福
知
山
市
民
に
壊
滅
的
打
撃

を
与
え
る
。
加
え
て
「
毒
素
条

項
」
と
い
っ
て
、
外
国
企
業
が

日
本
で
不
利
益
を
受
け
た
と
思

え
ば
、
日
本
を
国
際
的
な
司
法

機
関
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
、

仲
裁
判
断
は
強
制
力
を
持
ち
、

従
う
義
務
を
負
う
と
い
う
ひ
ど

い
も
の
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
が
。

問

�

福
知
山
で
も
影
響
は
大
き

い
が
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
が
そ

ろ
っ
て
い
な
い
の
で
情
報
を
集

め
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

（
農
業
振
興
課
）

�

太
陽
光
発
電
の
補
助
金
は

府
内
他
市
で
は
本
市
の
2
倍
が

多
い
。
市
の
補
助
単
価
と
上
限

額
の
倍
化
を
。

�

補
助
金
総
額
で
は
他
市
に

負
け
て
い
な
い
。
来
年
の
電
力

買
い
取
り
価
格
や
国
の
補
助
を

答問答

見
極
め
て
判
断
し
た
い
。

�

間
伐
材
な
ど
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
や
小
水
力
の
利
活
用
の
研

究
・
調
査
の
予
算
化
を
。

�

積
極
的
に
や
り
た
い
。   

（
環
境
政
策
室
）

�

教
師
多
忙
化
の
中
で
「
小

中
交
流
授
業
」
は
教
師
の
体
や

精
神
を
こ
わ
さ
な
い
か
、
成
果

は
あ
が
る
の
か
。

�

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
配
置
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

問答問答

を
ラ
ン
で
つ
な
ぎ
情
報
の
共
有

化
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
。

�

国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員

会
は
、
「
日
本
の
過
度
な
競
争

が
子
ど
も
の
生
活
を
ゆ
が
め
て

い
る
」
と
3
度
も
勧
告
し
て
い

る
が
。

�

テ
ス
ト
は
、
子
ど
も
の
理

解
や
定
着
を
は
か
る
有
効
な
手

段
で
あ
り
活
用
す
る
。
心
配
は

い
ら
な
い
。　
　
（
学
校
教
育
課
）

問答

7

日本共産党市会議員団

中島　英俊 議員

原
発
避
難
計
画
案
を

年
度
内
に
策
定

高浜から５０㎞圏

�

基
本
構
想
に
係
る
将
来
像

の
見
直
し
の
意
図
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
に

つ
い
て
は
「
北
近
畿
を
リ
ー
ド

す
る
創
造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
福

知
山
」
と
し
た
。
北
近
畿
と
い

問答

う
枠
組
み
に
お
い
て
底
上
げ
を

し
た
い
。

�

4
つ
の
基
本
理
念
並
び
に

7
つ
の
基
本
方
針
の
見
直
し
の

意
図
は
。

�

施
策
全
般
に
関
わ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
力
は
市
民
協
働

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
を
具

体
化
す
る
施
策
と
し
て
「
男
女

共
同
参
画
の
推
進
」
な
ど
を
追

加
し
た
。

�

後
期
計
画
の
目
指
す
人
口

フ
レ
ー
ム
は
。

�

平
成　

年
の
推
定
人
口
で

27

あ
る
7
万
7
0
0
0
人
を
上
回

問答問答

る
人
口
の
確
保
を
目
指
す
。

�

市
民
協
働
を
地
域
に
根
付

か
せ
る
た
め
の
方
策
は
。

�

市
民
委
員　

人
に
よ
る
市

20

民
協
働
推
進
会
議
を
組
織
し
、

市
民
協
働
の
具
体
化
に
つ
い
て

議
論
い
た
だ
い
て
い
る
。

�

市
民
協
働
と
人
権
尊
重
に

つ
い
て
、
市
民
の
個
人
情
報
を

守
る
た
め
の
具
体
例
は
。

�

戸
籍
の
「
事
前
登
録
型
本

人
通
知
制
度
」
が
有
効
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
が
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

（
市
長
公
室
）

問答問答

�

第
4
次
行
革
の
評
価
は
。

�

単
年
度
目
標
額
と
し
て
い

た　

億
5
0
0
0
万
円
を
大
き

12
く
上
回
る
削
減
が
見
込
め
る
。

職
員
数
の
削
減
や
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
を
進
め
て
き
た
結

果
だ
。
今
後
も
限
ら
れ
た
財
源

や
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

さ
ら
な
る
行
政
改
革
に
取
り
組

む
。

�

第
5
次
と
な
る
行
政
改
革

問答問

の
考
え
方
や
方
向
性
は
。

�

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
領
域
を

行
政
だ
け
で
担
う
こ
と
は
困
難
。

民
間
の
多
様
な
主
体
が
担
い
手

に
な
る
市
民
協
働
に
よ
り
地
域

経
営
を
推
進
し
、
市
民
満
足
度

の
向
上
を
図
る
。

�

質
の
改
革
と
は
。

�

限
ら
れ
た
資
源
を
最
適
配

分
し
、
民
の
力
も
活
用
し
、
弱

者
に
配
慮
し
た
質
の
向
上
を
図

る
。　
　
　
　
　
　
（
市
長
公
室
）

答問答

�

福
知
山
市
の
普
及
率
は
。

�

全
国
は　

・
1
％
、
京
都

71

府
内
は　

・
9
％
、
福
知
山
市

81

は　

・
1
％
で
あ
る
。

72
�

設
置
に
よ
る
効
果
は
。

�

設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
比
べ
て
、
死
者
数
、
焼
損
床

面
積
、
損
害
額
も
概
ね
半
減
し

て
い
る
。

�

今
後
の
取
り
組
み
は
。

�

未
設
置
住
宅
へ
の
設
置
指

導
及
び
維
持
管
理
の
広
報
強
化

に
取
り
組
み
、
現
在
、
整
備
中

の
（
仮
称
）
福
知
山
市
総
合
防

災
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
活
用
し

問答問答問答

福知山未来の会

田中　法男 議員

市
長
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

反
対
表
明
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ 

ー
の
積
極
的
な
調
査

研
究
を

「
小
中
一
貫
教
育
」

で
、
心
豊
か
な
人
格

づ
く
り
欠
落
せ
ぬ
か

第
4
次
福
知
山
市
行

政
改
革
と
第
5
次
行

政
改
革
大
綱（
案
）の

策
定

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
は

第
4
次
福
知
山
市
総

合
計
画
後
期
計
画

（
案
）の
策
定

た
い
。　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）
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8

�

合
併
後
の
5
年
間
で
国
か

ら
交
付
さ
れ
た
旧
3
町
の
地
方

交
付
税
2
5
5
億
円
の
使
途
が

知
り
た
い
。

�

地
方
交
付
税
は
一
般
財
源

と
し
て
、
人
件
費
や
庁
舎
の
維

持
管
理
、
行
政
機
能
を
維
持
す

問答

る
た
め
の
事
務
費
に
使
っ
て
お

り
使
途
は
特
定
し
て
い
な
い
。

 （
財
政
課
）

�

周
辺
地
域
の
活
性
化
は
、

交
通
ア
ク
セ
ス
が
大
き
な
要
因

だ
が
、
対
策
は
あ
る
の
か
。

�

利
便
性
の
向
上
の
た
め
に

公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
交
通

体
系
の
充
実
、
利
用
促
進
の
支

援
、
道
路
網
の
整
備
な
ど
を
推

進
し
て
い
る
。

�

J
R
山
陰
本
線
4
駅
、
K

問答問

T
R
宮
福
線
9
駅
に
、
合
併
特

例
債
や
過
疎
債
を
使
っ
て
エ
レ

ベ
ー
タ
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。
（　

基
分
の
事
業
費
約

13

2
億
6
0
0
0
万
円
の
内
、
市

の
負
担
は
約
8
0
0
0
万
円
）

�

あ
る
駅
で
は
、
車
い
す
を

皆
さ
ん
で
か
つ
ぎ
な
が
ら
渡
る

所
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
は

何
も
な
い
。　
　
　
（
市
長
公
室
）

�

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
建
設
に

つ
い
て
議
会
の
賛
否
は
結
杭
し

答問

て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
住
民
投

票
に
よ
る
決
着
を
図
ろ
う
と
し

な
い
訳
は
。

�

9
月
議
会
に
お
い
て
早
期

建
設
を
求
め
る
請
願
が
採
択
さ

れ
、
6
月
市
議
会
と
は
相
反
す

る
結
果
と
な
っ
た
。
ど
ち
ら
も

議
会
の
意
思
表
示
と
し
て
、
重

く
受
け
止
め
て
い
る
が
、
時
期

的
に
9
月
市
議
会
が
直
近
の
民

意
と
考
え
た
。

�

こ
の
事
業
は
建
設
後
、
何

十
年
に
も
わ
た
っ
て
市
民
が
莫

大
な
借
金
を
背
負
う
羽
目
に
陥

る
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
主
権
者

答問

で
あ
る
市
民
が
住
民
投
票
で
決

着
を
図
る
べ
き
。
そ
れ
が
市
長

の
持
論
『
市
民
の
市
民
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
市
民
の
政
治
』

で
は
な
い
の
か
。

�

市
民
と
は
膝
を
交
え
て
懇

話
会
や
市
民
相
談
を
し
、
意
見

を
聞
い
て
い
る
の
で
、
あ
え
て

聴
く
こ
と
（
住
民
投
票
）
は
考

え
て
い
な
い
。

�

住
民
投
票
を
す
る
に
は
住

民
投
票
条
例
が
必
要
で
あ
る
が
、

市
長
の
答
弁
は
質
問
要
旨
か
ら

逃
げ
て
い
な
い
か
。

�

自
治
基
本
条
例
制
定
時
に

答問答

考
え
る
。　
　
　
　
（
市
長
公
室
）

�

近
年
、
異
常
気
象
と
も
思

え
る
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。

本
市
の
治
水
対
策
は
万
全
か
。

�

現
在
、
由
良
川
水
系
河
川

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
国
交
省

に
よ
る
河
川
改
修
事
業
等
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い

ま
だ
に
多
く
の
無
堤
の
区
間
が

あ
る
な
ど
、
今
後
と
も
連
続
堤

防
の
延
伸
な
ど
の
河
川
整
備
の

促
進
を
、
国
交
省
な
ど
へ
強
く

要
望
し
た
い
。　
（
都
市
整
備
課
）

問答

政　和　会

稲垣　司郎 議員

�

本
市
の
市
民
後
見
人
の
養

成
に
関
す
る
考
え
方
は
。

�

不
足
す
る
後
見
人
の
受
け

皿
と
し
て
、
専
門
職
後
見
人
以

外
の
市
民
を
含
ん
だ
「
市
民
後

見
人
」
を
中
心
と
し
た
支
援
体

問答

制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
本

市
の
状
況
、
国
の
動
向
、
他
市

の
事
例
を
参
考
に
、
今
後
に
向

け
て
検
討
し
た
い
。

（
高
齢
者
福
祉
課
）

�

受
給
者
の
状
況
に
即
し
た

就
労
支
援
、
き
め
細
か
い
サ

ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
支
援
方
法
は
。

�

就
労
意
欲
を
失
っ
た
要
因

に
応
じ
て
個
別
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
視
点
が
大
切
で
あ
る
。

問答

支
援
方
法
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
や
査
察
指
導
員
に

よ
る
継
続
的
な
家
庭
訪
問
に
よ

り
就
職
活
動
の
不
安
の
除
去
、

意
欲
喚
起
の
支
援
の
ほ
か
精
神

疾
患
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、

嘱
託
医
の
意
見
を
聞
い
た
り
、

保
健
師
と
の
同
行
訪
問
に
よ
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

日
常
生
活
を
立
て
直
し
、
人
と

人
と
の
関
わ
り
や
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
個
々
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
寄
り
添
い
型
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
自
立
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
京
都
府
日

常
生
活
等
自
立
支
援
事
業
サ

ポ
ー
ト
推
進
事
業
を
活
用
し
、

自
立
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
社
会
福
祉
課
）

�

平
成　

年
度
か
ら
公
債
費

25

が
伸
び
て
い
る
が
、
他
の
事
業

に
充
て
て
い
た
財
源
を
公
債
費

に
回
す
必
要
性
が
出
て
く
る
の

か
。

�

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推

進
債
の
償
還
を
見
込
ん
で
い
る

た
め
、
公
債
費
が
増
加
し
て
い

問答

る
。
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利

な
市
債
を
活
用
す
る
中
で
、
公

債
費
が
増
と
な
っ
て
も
通
常
の

事
業
が
圧
迫
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
な
財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

（
財
政
課
）

�

過
疎
高
齢
化
が
進
む
中
、

ゴ
ミ
出
し
の
困
難
な
地
域
に
対

し
、
個
別
収
集
の
考
え
は
。

�

高
齢
者
の
方
に
負
担
に
な

る
地
区
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
ゴ
ミ
の

問答

個
別
収
集
に
つ
い
て
は
実
施
し

て
い
な
い
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
各
自
治
会
で
対
応
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
自

治
会
長
の
申
し
出
に
よ
り
、
必

要
に
応
じ
て
新
設
・
移
転
を
し

て
い
る
。　
　
　
（
環
境
政
策
室
）

公明党市会議員団

吉見　茂久 議員

成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

市
長
の
言
う
「
周
辺

地
域
の
活
性
化
は
重

要
だ
」
は
言
葉
だ
け

市
長
の
持
論
は
支
援

し
て
く
れ
る
市
民
に

対
し
て
だ
け
か

生
活
保
護
か
ら
の
自

立
と
就
労
支
援

今
後
の
財
政
見
通
し

に
つ
い
て

ゴ
ミ
の
個
別
収
集
に

つ
い
て

高齢者のゴミ出し方法の課題

治
水
対
策
は
皆
無
、

す
べ
て
国
頼
み
か

3
町
分
の
交
付
税
の

使
い
道
が
不
明
確
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�

行
政
機
能
を
喪
失
す
る
よ

う
な
災
害
発
生
時
の
危
機
管
理

体
制
と
勤
務
時
間
外
に
発
生
し

た
場
合
の
災
害
対
策
上
の
配
置

編
成
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の

問

か
。
ま
た
、
他
市
が
突
発
的
な

大
災
害
の
発
生
に
備
え
作
成
し

て
い
る
職
員
用
災
害
時
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
提
案
し
た
い
。

�

市
庁
舎
は
現
行
の
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合

に
は
行
政
機
能
の
喪
失
の
可
能

答

性
が
あ
る
。
災
害
時
優
先
業
務

と
し
て
実
施
す
る
体
制
を
確
保

し
、
対
応
方
針
を
定
め
る
計
画

を
策
定
し
て
い
き
た
い
。
建
設

中
の
（
仮
称
）
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
本
庁
舎
が
被
災
し
た

場
合
に
災
害
対
策
本
部
の
代
替

機
能
を
持
た
す
よ
う
計
画
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
   （
総
務
課
）

�

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
計
画

案
は
図
書
館
の
用
途
を
メ
イ
ン

問

と
し
つ
つ
も
、
雑
居
ビ
ル
の
よ

う
な
中
途
半
端
さ
を
感
じ
る
が
、

こ
の
際
、
時
間
を
か
け
て
、
時

代
に
あ
っ
た
計
画
に
刷
新
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

�

他
の
国
庫
補
助
金
の
活
用

も
含
め
、
さ
ら
な
る
検
討
の
た

め
に
、
こ
れ
以
上
計
画
を
停
滞

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�

建
物
の
減
価
償
却
費
用
は

採
用
す
る
構
造
形
式
の
法
定
耐

用
年
数
に
よ
り
大
き
く
異
な
り
、

多
額
の
差
損
を
生
む
可
能
性
が

あ
る
。
建
物
の
構
造
形
式
が
鉄

骨
造
と
指
定
さ
れ
て
い
る
根
拠

答問

は
な
に
か
。

�

柱
の
位
置
、
間
隔
、
階
高
、

工
期
等
を
考
え
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
に
変
更
を
検
討
し
た

い
。　
　
　
　
　
 
（
市
長
公
室
）

�

入
札
の
不
正
防
止
の
観
点

か
ら
、
予
定
価
格
を
事
前
に
公

表
し
て
い
る
と
い
う
説
明
の
真

意
を
お
聞
き
し
た
い
。

�

本
市
で
は
、
市
民
病
院
の

贈
収
賄
事
件
等
が
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
漏
洩
防
止
の
観
点
か

答問答

ら
、
事
前
に
予
定
価
格
を
公
表

し
て
い
る
。

�

入
札
に
関
す
る
不
法
行
為

か
ら
職
員
の
身
を
守
る
こ
と
と
、

市
内
産
業
育
成
の
た
め
の
振
興

施
策
は
別
の
話
で
は
な
い
の
か
。

地
域
発
展
に
貢
献
し
、
正
当
な

利
潤
を
上
げ
て
後
継
者
を
養
成

す
る
事
業
者
を
適
切
に
育
成
す

る
た
め
に
は
、
予
定
価
格
は
非

公
表
が
望
ま
し
い
の
で
は
。

�

京
都
府
の
動
向
も
見
守
る

中
で
今
後
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。　
　
（
管
財
契
約
課
）

問答

市民と改革の会

�橋　正樹 議員高 

他市の災害時マニュアル

�

平
成　

年
度
予
算
編
成
に

24

あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
と

骨
格
予
算
の
編
成
と
は
。

�

第
4
次
総
合
計
画
後
期
計

画
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
ニ 

ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
を
適
時
、

問答

的
確
に
実
施
す
る
。

　

第
5
次
行
政
改
革
を
断
行
し
、

全
庁
あ
げ
て
取
り
組
み
た
い
。

国
や
府
の
情
勢
を
的
確
に
把
握

し
、
重
点
事
業
と
し
て
い
く
。

　

平
成　

年
度
は
、
市
長
選
を

24

控
え
て
い
る
の
で
骨
格
予
算
を

編
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
財
政
課
）

�

人
口
減
少
時
代
の
中
で
、

市
長
が
考
え
る
本
市
の
将
来
像

と
少
子
・
高
齢
化
対
策
は
。

問

�

後
期
計
画
に
お
い
て
は
、

少
子
化
に
対
す
る
子
育
て
支
援

の
充
実
の
た
め
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
地
域
社
会

で
取
り
組
む
こ
と
や
、
産
業
振

興
・
交
流
促
進
に
よ
る
人
口
確

保
に
努
め
て
い
く
。

�

1
年
の
世
相
を
表
す
今
年

の
漢
字
に
「
絆
」
が
選
ば
れ
た

と
、
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

か
ら
発
表
さ
れ
た
。
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
た
東
日
本
大
震
災

で
、
身
近
な
家
族
や
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
見
直
さ
れ
、
支
援

答問

が
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

本
市
の
第
4
次
総
合
計
画
後

期
計
画
（
案
）
へ
の
市
長
の
意

気
込
み
は
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
を
着
実
に
実
行
し
、
市
民

が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
相
当
の

年
月
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。

計
画
の
行
く
末
を
見
守
る
た
め
、

引
き
続
き
市
政
の
舵
取
り
を
担

う
の
は
計
画
策
定
の
総
責
任
者

で
も
あ
る
松
山
市
長
を
お
い
て

他
に
な
い
。
我
々
、
市
議
会
議

員
有
志
も
先
月
4
会
派
で
次
期

市
長
選
へ
の
出
馬
要
請
を
行
っ

た
。
検
討
さ
れ
た
こ
と
と
思
う

が
、
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

�

就
任
以
来
、
市
民
の
た
め

の
政
治
を
貫
い
て
き
た
が
、
な

お
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
、

景
気
・
雇
用
な
ど
、
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
さ
ら
に
福
知
山

が
住
み
や
す
く
な
っ
た
、
市
役

所
が
変
わ
っ
た
と
市
民
に
実
感

し
て
い
た
だ
く
に
は
、
ま
だ
道

半
ば
だ
。
議
員
有
志
、
い
ろ
ん

な
団
体
か
ら
多
く
の
出
馬
要
請

を
受
け
て
い
る
。
改
革
の
総
仕

答

上
げ
と
し
て
、
今
後
も
市
民
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

福　政　会

和田　　久 議員

今
の
入
札
制
度
は
地

方
産
業
育
成
を
果
た

せ
て
い
る
か

夜
間
・
休
日
の
災
害

発
生
に
備
え
常
時
携

帯
型
災
害
時
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
効
果
的
で
は

合
併
特
例
債
の
適
用

が
5
年
延
長
さ
れ
る

国
の
方
針
を
う
け
て

の
対
応
は

平
成　

年
度

24

予
算
編
成
に
つ
い
て

第
4
次
総
合
計
画
後

期
計
画（
案
）に
つ
い

て

本会議場で再選出馬表明した松山市長
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�

中
山
間
地
域
に
お
け
る
防

災
対
策
、
特
に
砂
防
対
策
は
。

�

現
在
、
砂
防
堰
堤
工
事
6

カ
所
、
急
傾
斜
対
策
工
事
5
カ

所
が
さ
れ
て
お
り
、
土
砂
災
害

防
止
法
に
基
づ
き
避
難
な
ど
の

対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。

問答

�

原
発
事
故
対
策
は
。

�

緊
急
防
護
措
置
を
準
備
す

る
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
が　

㎞
か

20

ら　

㎞
に
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

30
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
平
成　
23

年
度
中
に
は
、
原
子
力
災
害
住

民
避
難
計
画
（
案
）
を
ま
と
め
、

問答

国
の
正
式
な
防
災
指
針
の
改
定

が
示
さ
れ
る
ま
で
の
暫
定
計
画

と
し
た
い
。　
　
　
  （
総
務
課
）

�

上
下
水
道
管
が
あ
ぶ
な
い
。

上
下
水
道
管
の
老
朽
化
対
応
は
。

�

今
後
、
耐
用
年
数
を
超
え

る
管
路
が
一
気
に
増
え
る
の
で
、

国
庫
補
助
事
業
を
導
入
す
る
な

ど
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
、
更
新

し
た
い
。　
　
　
　
  （
水
道
課
）

　

下
水
道
は
今
年
度
で
整
備
後

　

年
目
。
今
後
、
標
準
耐
用
年

48数
の　

年
を
迎
え
る
た
め
、
主

50

問答

要
管
路
か
ら
内
面
更
生
工
事
を

し
た
い
。　
　
 
（
下
水
道
維
持
課
）

�

遊
休
資
産
の
保
留
地
処
分

と
対
応
策
は
。

�

駅
南
・
駅
周
辺
・
石
原
な

ど
の
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る

保
留
地
に
つ
い
て
、
平
成　

年
20

度
よ
り
用
地
販
売
促
進
室
を
設

置
し
、
販
売
地
域
の
範
囲
も
広

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
媒
体
を

利
用
し
販
売
に
努
め
て
い
る
。

（
用
地
販
売
促
進
室
）

�

市
の
農
業
の
担
い
手
育
成

問答問

や
農
地
再
生
の
施
策
は
。

�

戸
別
完
結
型
の
農
業
経
営

か
ら
集
落
営
農
へ
の
転
換
、
さ

ら
に
農
業
法
人
の
育
成
を
推
進

し
て
い
る
。
施
策
の
充
実
を
図

り
、農
地
を
守
る
。（
農
業
振
興
課
）

�

雇
用
拡
大
策
は
。

�

ふ
る
さ
と
就
職
応
援
基
金

を
利
用
し
、
若
者
定
住
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
、

実
施
し
て
い
る
。（
商
工
振
興
課
）

�

国
道
9
号
佐
々
木
川
橋
の

早
期
改
良
を
。

答問答問

�

国
交
省
で
平
成　

年
度
か

17

ら
事
業
を
実
施
し
、現
在
、仮
橋

の
発
注
を
準
備
中
。
今
後
、
仮

橋
に
通
行
を
切
り
替
え
、
現
在

の
橋
を
撤
去
し
、
新
橋
が
架
設

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。（
都
市
整
備
課
）

�

雲
原
・
金
山
地
域
学
校
統

合
後
の
ケ
ア
は
。
学
校
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
非
常
に
注
目
さ
れ
、

市
民
が
見
て
い
る
。
し
っ
か
り

と
し
た
地
元
へ
の
対
応
を
願
う
。

�

地
域
の
熱
い
想
い
が
あ
り
、

今
後
と
も
児
童
生
徒
を
支
え
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

（
教
育
総
務
課
）

答問答

平　成　会

桐村　一彦 議員

平成２３年の台風１５号災害
（六十内地内）

�

防
災
対
策
は
、
意
義
あ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訓
練
も
含
め
た

積
み
重
ね
が
重
要
。
土
砂
災
害

防
止
法
に
基
づ
く
区
域
指
定
は

早
急
な
対
策
が
必
要
で
は
。

�

平
成　

年
度
中
に
原
子
力

23

災
害
住
民
避
難
計
画
（
案
）
を

問答

策
定
し
、
暫
定
的
に
運
用
す
る
。

平
成　

年
度
以
降
、
国
・
府
と

24

連
携
し
、
防
災
計
画
を
全
面
的

に
見
直
す
。
土
砂
災
害
防
止
法

の
区
域
指
定
対
策
で
は
、
人
命

尊
重
を
最
優
先
に
啓
発
を
行
っ

て
い
く
。　
　
　
　
  （
総
務
課
）

�

耕
作
放
棄
地
は
、
自
治
会

も
含
め
環
境
整
備
の
一
環
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。
有
害

鳥
獣
対
策
は
地
元
ま
か
せ
で
は

解
決
し
な
い
。
市
が
音
頭
を
取 

問

っ
て
市
全
体
と
し
て
解
決
策
を
。

�

放
棄
地
が
増
え
て
い
る
の

は
頭
が
痛
い
。
高
齢
化
、
後
継

者
の
不
足
問
題
、
獣
害
被
害
に

よ
る
生
産
意
欲
の
低
下
や
農
産

物
価
格
の
低
迷
も
影
響
し
て
い

る
。
農
業
委
員
会
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
平
成　

年
度
は
放

23

棄
地
を
優
良
農
地
に
復
旧
さ
せ

る
た
め
、
中
六
人
部
の
2
・
4

　

で
ソ
バ
栽
培
が
実
施
さ
れ
た
。

ha今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。
ま
た
、
兵
庫
県

と
連
携
も
含
め
中
丹
管
内
で
広

域
有
害
鳥
獣
対
策
を
進
め
た
い
。

答

（
農
業
振
興
課
・
林
業
振
興
課
）

�

市
内
の
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
を
、
地
元
の
施
設
へ
入

所
で
き
る
よ
う
対
策
を
。

�

高
齢
者
の
市
内
待
機
者
は

6
月
時
点
で
5
2
0
人
弱
、
小

規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
や
既
存
の
施
設
増
強
で
緊

急
を
要
す
る
方
を
一
定
解
消
で

き
る
と
考
え
る
。
市
内
に
障
害

の
あ
る
人
の
待
機
者
は
い
な
い
。

今
後
も
身
近
な
小
規
模
地
域
密

着
型
施
設
の
整
備
を
重
点
に
進

問答

め
る
。（
社
会
福
祉
課
・
高
齢
者
福
祉
課
）

�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ

の
見
解
は
。
ま
た
、
今
後
の
予

定
が
分
か
ら
な
い
。
中
学
生
議

会
こ
そ
現
場
の
声
。
教
育
の
本

質
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
。

�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、

賛
否
を
尋
ね
た
も
の
で
は
な
い
。

市
民
の
意
見
を
聞
き
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
な
推
進
を
図
る
た
め
に
実
施

し
た
。
統
廃
合
は
保
護
者
、
地

問答

域
住
民
の
理
解
を
得
て
進
め
る

も
の
で
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
意
向
や
要
望
が
前
提
と

な
る
。
強
引
に
進
め
る
こ
と
は

な
い
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
情
報
を
発
信
し
た
い
。

（
教
育
総
務
課
）

平　成　会

藤田　　守 議員

学校統廃合の対象となっている
地域の小学校　　　　　　　　

耕
作
放
棄
地
が
増
加
、

有
害
鳥
獣
対
策
は
、

市
が
音
頭
を
取
れ
！

10

災
害
等
に
係
る
危
機

管
理
強
化
体
制
は

財
政
健
全
化
対
策
は

農
村
・
中
山
間
地
域

の
課
題
と
活
性
化
は

地
域
の
課
題

高
齢
者
・
障
害
の
あ

る
人
の
福
祉
対
策
は

防
災
対
策
の
現
況
と

取
り
組
み
を
問
う

（
都
市
整
備
課
）

学
校
統
廃
合
問
題
は

市
民
の
意
見
を
よ
く

聞
け
！
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�

駅
北
口
・
南
口
広
場
駐
車

場
付
近
で
は
、
乗
客
の
送
迎
や

近
隣
事
業
所
へ
の
訪
問
者
が
、

外
周
道
路
に
自
動
車
を
駐
車
す

る
た
め
に
、
交
通
停
滞
や
車
同

士
の
接
触
事
故
な
ど
が
多
発
し

問

て
い
る
。
駐
車
場
の
無
料
時
間

が　

分
で
は
短
く
、
超
過
料
金

30
が
高
い
。
入
り
口
付
近
に
違
法

駐
車
が
多
く
、
出
入
り
し
に
く

い
。
こ
れ
ら
が
原
因
で
利
用
が

敬
遠
さ
れ
て
い
る
。
無
料
時
間

の
延
長
を
行
う
こ
と
で
、
駐
車

場
の
利
用
が
促
進
さ
れ
、
違
法

駐
車
削
減
と
交
通
安
全
対
策
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

駐
車
場
の
1
時
間
無
料
化
を
強

く
要
望
す
る
。

�

駅
北
口
・
南
口
広
場
駐
車

場
の
問
題
は
よ
く
理
解
し
て
い

る
。　

月
に
地
元
か
ら
要
望
も

11

答

聞
い
て
い
る
。
違
法
駐
車
を
無

く
す
た
め
、
安
全
対
策
へ
の
一

環
と
し
て
、
無
料
時
間
を
１
時

間
に
す
る
検
討
を
し
た
い
。

（
駅
周
辺
整
備
課
）

�

木
造
家
屋
が
隣
接
す
る
福

知
山
の
密
集
市
街
地
で
の
火
災

対
策
と
、
不
燃
領
域
率
な
ど
の

安
全
基
準
（
密
集
市
街
地
の
防

災
街
区
整
備
促
進
に
関
す
る
法

律
）
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

�

密
集
地
は
、
人
命
救
出
と

問答

避
難
を
最
優
先
に
、
延
焼
拡
大

防
止
を
最
重
点
と
し
て
い
る
。

中
央
分
団
に
は
6
台
の
ポ
ン
プ

車
を
配
備
し
、
消
防
力
強
化
を

図
っ
て
い
る
。
駅
北
口
公
園
と

御
霊
公
園
地
下
に
は
1
0
0
ト

ン
級
の
防
火
水
槽
を
整
備
し
、

消
火
栓
だ
け
に
偏
ら
な
い
消
火

設
備
も
配
備
し
て
い
る
。
自
主

防
災
講
座
を
開
催
し
、
地
域
と

と
も
に
防
災
力
の
強
化
を
目
指

し
て
い
る
。
本
市
の
場
合
、
重

点
密
集
市
街
地
に
は
該
当
し
な

い
が
、
商
業
地
域
は
防
火
・
準

防
火
地
域
に
指
定
し
て
耐
火
構

造
の
建
築
物
を
求
め
、
不
燃
領

域
率　

％
へ
の
対
策
や
、
防
火

40

帯
に
も
な
る
都
市
計
画
道
路
の

事
業
化
検
討
も
進
め
て
い
き
た

い
。　
  （
消
防
本
部
・
都
市
計
画
課
）

�

平
成　

年
度
は
有
害
鳥
獣

22

被
害
が
増
大
し
、
鹿
2
3
2
4

頭
・
猪
1
0
1
8
頭
を
捕
獲
し

た
実
績
が
あ
り
、
対
策
強
化
を

一
層
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
さ

ら
な
る
対
策
と
し
て
捕
獲
鳥
獣

を
資
源
と
し
て
活
用
し
、
福
知

問

山
の
名
物
・
特
産
品
と
し
て
、

ま
た
料
理
の
素
材
に
積
極
的
に

利
活
用
し
て
い
く
考
え
は
な
い

か
。

�

有
害
鳥
獣
は
、
埋
設
処
理

を
行
っ
て
い
る
。
平
成　

年
度

22

よ
り
、
中
丹
地
域
野
生
鳥
獣
有

効
活
用
に
関
し
て
、
近
隣
市
町

村
と
と
も
に
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
捕
獲
鳥
獣
肉
を
利
用
し
た

名
物
・
特
産
品
へ
の
発
展
は
有

効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

（
林
業
振
興
課
）

答

福知山未来の会

田渕　裕二 議員

市
営
福
知
山
駅
北
口
・

南
口
広
場
駐
車
場
の

１
時
間
無
料
化
を

�

福
知
山
市
の
持
つ
、
特
に

森
林
資
源
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
活
用
は
、
防
災
、
産
業
、

雇
用
、
地
域
再
生
な
ど
、
市
の

課
題
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考

え
る
。
と
こ
ろ
が
、
福
知
山
市

問

に
は
本
格
的
な
活
用
施
策
が
見

当
た
ら
な
い
。
計
画
を
作
る
考

え
は
な
い
の
か
。

�

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基

本
法
に
よ
り
、
市
町
村
レ
ベ
ル

で
、
計
画
の
策
定
に
つ
と
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。
以
前
か
ら
、
大
切
な

こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
る
。
検
討
し
て
い
き

た
い
。

�

福
知
山
市
に
広
く
薄
く
分

布
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
バ
イ

オ
マ
ス
の
量
な
ど
は
つ
か
ん
で

い
る
の
か
。

答問

�

N
E
D
O
（
独
立
行
政
法

人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
）
と
い
う
機
関

が
公
表
し
て
い
る
資
料
が
あ
り
、

そ
れ
を
市
に
加
工
し
た
数
値
を

バ
イ
オ
マ
ス
の
分
類
ご
と
に
把

握
し
て
い
る
。

�

こ
の
計
画
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
大
き
い
。
大
き
な
構
え
が
必

要
だ
。
ま
た
、
活
用
の
推
進
を

担
う
べ
き
集
落
な
ど
の
疲
弊
が

著
し
い
。
早
急
な
策
定
が
望
ま

れ
る
が
ど
う
か
。

�

取
り
組
み
を
熱
心
に
考
え

て
お
ら
れ
る
民
間
の
方
の
こ
と

答問答

も
よ
く
承
知
し
て
い
る
。
大
事

な
施
策
と
認
識
し
て
い
る
が
課

題
も
多
い
。
引
き
続
き
、
じ
っ

く
り
腰
を
す
え
て
検
討
し
た
い
。

（
環
境
政
策
室
）

�

福
知
山
市
は
合
併
に
よ
り
、

現
在
、
利
用
率
の
少
な
い
旧
町

庁
舎
な
ど
、
箱
物
施
設
を
多
く

か
か
え
て
い
る
。
ま
た
今
後
、

合
併
特
例
債
を
使
っ
た
新
し
い

施
設
も
増
え
る
。
ス
ト
ッ
ク
情

報
と
と
も
に
コ
ス
ト
情
報
は
ま

問

す
ま
す
重
要
と
な
る
が
、
ど
の

よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

�

各
施
設
の
所
管
部
署
に
お

い
て
、
光
熱
費
、
業
務
委
託
費
、

維
持
費
な
ど
、
コ
ス
ト
を
把
握

し
て
い
る
。
ま
た
、
新
公
会
計

制
度
に
基
づ
き
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
を
公
表
し
て
お
り
、
施
設

に
か
か
る
コ
ス
ト
と
し
て
は
平

成　

年
度
は
2
0
9
億
円
を
計

21
上
し
て
い
る
。

�

第
5
次
行
革
で
は
、
行
政

の
ス
リ
ム
化
を
徹
底
す
る
こ
と

や
、
行
政
評
価
を
行
う
な
ど
の

記
述
が
あ
る
。
効
率
性
、
経
済

答問

性
、
有
効
性
の
観
点
か
ら
、
コ

ス
ト
と
成
果
を
検
証
す
る
た
め

に
は
当
然
、
コ
ス
ト
情
報
が
必

要
と
な
る
。
デ
ー
タ
の
分
析
の

仕
方
と
し
て
、
事
業
別
に
比
べ

て
施
設
別
の
方
が
市
民
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
い
。
検
討
す
る

考
え
は
な
い
か
。

�

大
き
な
も
の
か
ら
、
小
さ

な
も
の
ま
で
膨
大
な
す
べ
て
の

施
設
を
対
象
に
す
る
の
は
難
し

い
の
で
、
対
象
範
囲
を
検
討
し

な
が
ら
進
め
た
い
。（

管
財
契
約
課
）

答

公明党市会議員団

足立　伸一 議員

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推

進
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

中
心
市
街
地
の
防
災

（
火
災
対
策
）に
つ
い

て

有
害
鳥
獣
を
地
域
資

源
と
し
て
活
用
へ

行
財
政
改
革
に
役
立

つ
施
設
別
の
コ
ス
ト

情
報
の
提
供
を

11
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12

�

第
4
次
総
合
計
画
案
は
、

前
期
計
画
の
総
括
と
合
併
の
検

証
を
お
こ
な
っ
た
の
か
。
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
市
街
化
調

整
区
域
を
見
直
す
こ
と
や
、
大

災
害
（
震
災
・
原
発
事
故
）
の

項
目
を
増
や
し
て
対
策
を
強
化

問

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

計
画
に
あ
た
っ
て
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
、
高
校
生
の
意
見
を

聞
い
た
。「
市
は
住
み
や
す
い
と

こ
ろ
」
の
声
や
「
若
者
の
働
く

場
」
の
確
保
の
重
要
性
と
合
併

項
目
も
検
討
し
て
反
映
し
た
。

市
街
化
調
整
区
域
は
、
均
衡
あ

る
発
展
を
は
か
る
た
め
の
線
引

き
で
あ
る
た
め
変
更
で
き
な
い
。

大
災
害
や
原
発
事
故
な
ど
あ
ら

ゆ
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
項

目
の
内
容
を
補
強
し
た
。

（
市
長
公
室
）

�

同
和
行
政
は
終
結
し
て
お

答問

り
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、

今
な
お
身
元
調
査
な
ど
が
あ
り
、

差
別
を
許
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
。　
（
人
権
推
進
室
）

�

決
算
で
は
市
税
が
減
少
し

て
い
る
が
微
増
と
し
た
根
拠
は
。

土
地
区
画
整
理
事
業
の
赤
字
解

消
と
保
留
地
の
地
価
が
下
落
す

れ
ば
税
金
投
入
が
増
え
る
。
い

ま
の
見
通
し
で
は
不
確
定
で
あ

り
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

答問

�

市
税
は
税
法
改
正
も
あ
り
、

微
増
と
し
た
。
石
原
土
地
区
画

整
理
事
業
は
保
留
地
売
却
が
残

さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
価
が
下

落
す
れ
ば
資
金
不
足
と
な
る
が
、

市
保
有
地
売
却
収
入
な
ど
の
方

法
で
繰
り
入
れ
し
た
い
。
今
後

も
変
動
が
考
え
ら
れ
毎
年
見
直

す
。

�

平
成　

年
か
ら
4
年
間
、

30

一
般
会
計
の
赤
字
を
基
金
の
取

り
崩
し
で
補
て
ん
す
る
計
画
だ

が
、
地
方
交
付
税
、
臨
時
対
策

債
な
ど
国
の
動
向
は
不
確
定
で

あ
り
、
見
通
し
を
再
検
討
す
べ

答問

�

地
方
財
政
計
画
な
ど
は
制

度
で
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
毎
年
見
直
し
て
持
続
可

能
な
方
向
を
堅
持
し
て
い
く
。

�

財
政
見
通
し
は
市
民
の
暮

ら
し
優
先
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

こ
れ
ま
で
の
決
算
を
も
と

に
福
祉
・
保
健
医
療
・
教
育
な

ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
税
務
課
・
財
政
課
）

�

武
道
館
工
事
の
落
札
額
と

最
低
価
格
が
一
致
し
た
問
題
で

答問答問

�

不
祥
事
全
般
の
最
高
責
任

者
と
し
て
給
料
減
額
の
措
置
と

し
た
。

�

什
器
購
入
で
丸
投
げ
し
た

地
元
業
者
は
な
ぜ
免
罪
な
の
か
。

�

財
務
規
則
違
反
と
は
い
え

な
い
。

�

下
請
け
の
承
諾
制
を
元
室

長
の
個
人
的
独
断
と
言
う
が
、

市
の
監
督
責
任
が
不
明
確
だ
が
。

�

組
織
と
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
十
分
働
か
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
議
会
特
別
委
員
会

の
提
言
を
重
く
受
け
止
め
、
再

発
防
止
に
全
力
で
取
り
組
む
。

答問答問答

日本共産党市会議員団

塩見卯太郎 議員

�

す
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
が

近
隣
都
市
と
比
べ
て
上
位
の
要

因
は
。

�

前
年
度
は
全
国
で
3
2
3

位
、
今
年
2
0
0
位
。
こ
れ
は

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
市
民
病
院
の

整
備
な
ど
に
努
め
て
い
る
結
果
。

問答

計
画
し
て
い
る
事
業
が
完
成
す

れ
ば
、
当
然
市
債
の
償
還
が
発

生
す
る
。
一
方
で
大
型
投
資
事

業
の
実
施
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
が
図
ら
れ
、
ラ
ン
キ
ン
グ
も

結
果
的
に
は
上
昇
す
る
と
考
え

る
。　
　
　
 （
市
長
公
室
・
財
政
課
）

�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の

地
場
産
農
産
物
活
用
を
。

�

主
食
の
米
飯
は
週
4
回
、

パ
ン
食
週
1
回
の
組
み
合
わ
せ

を
各
セ
ン
タ
ー
で
調
理
を
行
っ

問答

て
い
る
。
新
学
校
給
食
セ
ン
タ 

ー
で
は
、
福
知
山
市
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
三
和
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
統
合
し
、
旧
市
内
の

6
中
学
校
分
を
加
え
、
約
6
3

0
0
食
を
調
理
・
配
送
す
る
計

画
。
お
米
は
1
0
0
％
地
元
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
。
野
菜
に

つ
い
て
は
地
場
産
の
割
合
が　
63

％
。
地
域
の
特
色
あ
る
食
文
化

の
取
り
組
み
と
し
て
丹
波
栗
・

エ
ゴ
マ
・
ぶ
ど
う
な
ど
の
特
産

品
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

る
。　
　
　
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

�

府
道
8
号
線
の
進
捗
状
況
。

遷
喬
幼
稚
園
横
急
カ
ー
ブ
で
の

事
故
対
策
を
。

�

興
・
観
音
寺
地
区
は
ル
ー

ト
の
変
更
計
画
で
協
議
を
進
め

て
い
る
。
一
方
、
東
野
町
地
区

に
つ
い
て
は
未
定
。
幼
稚
園
横

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
ス

ピ
ー
ド
の
減
速
を
図
る
た
め
に

仮
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
誘
導
、

反
射
板
に
て
道
路
線
形
を
明
示
、

ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
な
ど
で
は
み
出

し
防
止
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
当
地
域
は
台
風
時
に
水

の
関
係
か
ら
、
い
ち
早
く
交
通

問答

規
制
が
か
か
る
。
道
路
の
基
本

的
な
同
意
を
い
た
だ
け
れ
ば
興 

・
観
音
寺
地
区
の
地
元
調
整
を

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

（
都
市
計
画
課
・
都
市
整
備
課
）

�

自
然
環
境
保
全
で
鮭
を
活

用
し
た
観
光
振
興
策
は
。

�

観
光
振
興
の
視
点
に
立
つ

と
由
良
川
の
利
用
は
大
変
重
要

な
資
源
で
、
鮭
が
捕
獲
で
き
る

日
本
最
南
端
の
川
と
い
う
キ
ャ 

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
観
光
面
で
も

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
先
月
、
鮭
の
採
卵
見
学

で
観
光
ツ
ア
ー
客
ら
多
く
の
参

加
者
で
賑
わ
っ
た
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
最
近
自
然
志
向
の

高
ま
り
と
相
ま
っ
て
人
気
が
出

て
き
て
い
る
。
観
光
素
材
と
し

て
利
用
し
て
い
き
た
い
。

問答

無　会　派

塩見日出勝 議員

す
み
よ
さ
評
価
と
ラ

ン
キ
ン
グ
向
上
策
は

学
校
給
食
の
米
食
推

進
と
地
産
地
消
対
策

は

中
期
財
政
の
見
通
し

は
再
検
討
を

汚
職
事
件
の

再
発
防
止
を

遷喬幼稚園横の急カーブ

（
職
員
課
･
管
財
契
約
課
）

前
市
長
の
責
任
は
。

き
だ
。

府
道
8
号
進
捗
状
況
、

事
故
、
水
利
対
策
は

鮭
を
利
用
し
た
観
光

振
興
を

（
観
光
振
興
課
）

総
合
計
画
案
の
見
直

し
を
求
め
る
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�

本
市
に
お
け
る
水
道
管
の

漏
水
事
故
件
数
は
。
ま
た
、
酸

性
土
壌
な
ど
の
影
響
は
ど
う
か
。

�

漏
水
事
故
は　

年
度
2
3

22

5
件
。
そ
の
う
ち
、
給
水
管
1

3
3
件
、
配
水
管　

件
（
基
幹

34

管
路
は
0
件
）、そ
の
他　

件
で

68

問答

あ
る
。
こ
れ
ま
で
土
壌
が
原
因

の
漏
水
事
故
は
起
き
て
い
な
い
。

�

敷
設
後　

年
を
経
過
し
た

40

水
道
管
の
大
量
更
新
時
期
を
迎

え
る
が
財
政
見
通
し
は
。

�

今
後
は
更
新
の
優
先
順
位

を
決
め
、
国
の
補
助
事
業
、
企

業
債
も
活
用
し
な
が
ら
財
政
状

況
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

（
水
道
課
）

�

個
別
避
難
支
援
計
画
書
の

作
成
状
況
は
。

�

災
害
時
要
配
慮
者
台
帳
登

問答問答

録
者
は
1
7
4
6
人
、
自
治
会

長
、
民
生
委
員
さ
ん
な
ど
に
お

願
い
し
て
1
0
2
7
人
の
個
別

避
難
支
援
計
画
書
が
作
成
で
き

た
。　
　
　
    （
子
育
て
支
援
課
）

�

「
福
祉
避
難
所
」の
概
要
は
。

�

災
害
時
の
要
配
慮
者
受
け

入
れ
に
関
し
、
民
間
社
会
福
祉

施
設
連
絡
協
議
会
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
も
の
で
、　

施
設
、

24

受
け
入
れ
可
能
人
数
は
2
9
7

人
で
あ
る
。　
  （
高
齢
者
福
祉
課
）

問答

�

く
り
の
み
園
の
現
状
と
軽

度
発
達
障
害
に
つ
い
て
。

�

築　

年
で
、
通
所
児
童
は

23

　

人
で
あ
り
、
待
機
児
童
は
2

50人
で
あ
る
。
軽
度
発
達
障
害
へ

の
取
り
組
み
は
「
の
び
の
び
福

知
っ
子
就
学
前
発
達
支
援
事

業
」
と
し
て
4
歳
児
の
発
達
診

断
を
行
い
、
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。

�

「
（
仮
称
）
福
知
山
市
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
展
望
は
。

�

く
り
の
み
園
の
機
能
拡
充

と
、
就
学
前
の
療
育
部
門
・
発

達
支
援
部
門
、
学
童
期
部
門
そ

問答問答

れ
ぞ
れ
の
発
達
に
課
題
の
あ
る

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
た
め

の
、
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て

の
整
備
を
め
ざ
す
も
の
で
、
今

後
、
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
子
育
て
支
援
課
）

�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
講

座
な
ど
の
利
用
状
況
は
。

�
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
勤

15

28

労
者
の
福
祉
と
健
康
、
仲
間
作

り
を
目
的
に
竣
工
以
来　

年
が

36

経
過
し
て
い
る
。
平
成　

年
度

22

問答

の
総
施
設
利
用
者
は
1
万
2
5

5
3
人
で
、
講
座
は
韓
国
語
な

ど　

種
類
に
年
1
3
4
2
人
が

13
受
講
し
て
い
る
。
8
割
が
青
少

年
期
で
な
い
方
々
の
利
用
で
あ

り
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
役

割
は
達
成
さ
れ
た
。

�

「
（
仮
称
）
福
知
山
市
教

育
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
概
要
は
。

�

現
在
の
講
座
は
順
次
精
査

し
て
、
平
成　

年
度
を
目
途
に

25

「
（
仮
称
）
福
知
山
教
育
振
興

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
け
や
き

広
場
の
充
実
、
研
修
施
設
、
文

化
財
の
展
示
な
ど
に
活
用
し
て

問答

福知山未来の会

谷垣　和夫 議員

�

福
知
山
市
土
地
開
発
公
社

の
不
適
切
な
事
務
処
理
等
調
査

特
別
委
員
会
の
調
査
報
告
書
は
、

「
今
回
の
福
知
山
市
土
地
開
発

公
社
の
粉
飾
決
算
に
至
る
根
本

的
な
要
因
は
、
土
地
開
発
公
社

問

理
事
以
下
の
役
職
員
の
法
令
遵

守
に
対
す
る
無
理
解
あ
る
い
は
、

意
識
の
欠
如
に
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

�

バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
、
外
部

環
境
の
大
き
な
変
化
に
対
応
せ

ず
、
前
例
踏
襲
と
い
う
よ
う
な

形
で
事
務
処
理
を
続
け
た
こ
と

に
大
き
な
原
因
が
あ
っ
た
。

�

土
地
開
発
公
社
解
散
に
向

け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

�

平
成　

年
度
末
ま
で
に
解

24

散
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

�

解
散
時
に
市
が
肩
代
わ
り

答問答問

す
る
借
金
の
額
は
。

�
　

億
円
程
度
と
考
え
て
い

50

る
。　
　
　
　
　
　
   （
財
政
課
）

�

過
疎
計
画
の
期
間
内
に
土

木
課
、
支
所
、
地
域
の
連
携
で

市
道
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め

る
考
え
は
。

�

過
疎
法
に
よ
る
当
初
整
備

計
画
に
よ
っ
て
進
め
る
が
、
地

域
住
民
の
要
望
を
踏
ま
え
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

�

辻
中
出
線
の
改
良
見
通
し

答問答問

は
。

�

地
元
自
治
会
の
協
力
の
も

と
立
ち
会
い
を
お
こ
な
い
、
調

査
結
果
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

き
た
い
。　
　
　
    　
（
土
木
課
） 

答

�

「
川
合
保
育
園
は
平
成　
23

年
度
末
で
休
園
し
、
三
和
保
育

園
へ
統
合
し
ま
す
」
と
平
成　
23

年　

月
9
日
の
地
元
説
明
会
結

10
果
報
告
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
地
元
合
意
は
得
ら
れ
て
い

る
の
か
。

�

大
筋
で
地
元
合
意
を
得
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
よ

り
良
い
保
育
の
実
現
に
向
け
て

話
し
合
い
を
続
け
て
い
き
た
い
。

�

休
園
が
先
に
あ
り
き
で
な

問答問

く
、
総
合
的
な
問
題
解
決
を
。

�

地
域
の
活
性
化
も
最
重
要

課
題
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
他

の
市
や
県
の
先
進
事
例
の
情
報

収
集
も
お
こ
な
い
、
地
元
か
ら

の
提
案
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
課
題

解
決
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。 
（
子
育
て
支
援
課
）

答

日本共産党市会議員団

吉見　純男 議員

土
地
開
発
公
社
解
散

と
行
政
責
任
は

発
達
に
課
題
の
あ
る

子
ど
も
の
相
談
支
援

体
制
を
問
う

住
民
生
活
を
守
る

市
道
整
備
は

早期改良が望まれる危険個所（辻中出線）

川
合
保
育
園
問
題
は

住
民
合
意
で

水
道
管
の
老
朽
化
の

現
状
と
課
題
は

災
害
時
要
配
慮
者
の

避
難
に
つ
い
て

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

の
今
後
は

い
き
た
い
。　
　
（
生
涯
学
習
課
）
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�

南
側
校
舎
で
あ
る
特
別
教

室
棟
は
、
出
入
り
口
が
一
カ
所

の
み
で
、
安
全
上
大
き
な
問
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
。

�

無
線
シ
ス
テ
ム
や
赤
色
灯

の
設
置
な
ど
複
数
の
手
段
で
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

問答

�

安
全
上
の
課
題
と
特
別
教

室
設
置
の
課
題
を
同
時
に
解
決

す
る
た
め
、
早
期
の
校
舎
増
築

が
必
要
で
は
な
い
か
。

�

宅
地
開
発
に
伴
い
人
口
増

が
見
込
ま
れ
る
地
域
で
あ
る
が
、

今
後
の
児
童
数
の
推
移
な
ど
を

見
守
り
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

�

授
業
で
も
活
用
し
て
い
る

西
中
筋
プ
ー
ル
は
老
朽
化
に
伴

い
、
擦
り
傷
や
切
り
傷
の
け
が

が
非
常
に
多
い
。
早
期
に
改
修

す
る
必
要
が
あ
る
が
。

�

過
去
か
ら
必
要
に
応
じ
て

修
繕
や
改
修
を
し
て
き
た
が
、

問答問答

安
全
性
が
求
め
ら
れ
る
施
設
で

も
あ
る
。
老
朽
化
も
し
て
お
り
、

さ
ら
に
改
善
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
い
る
。

�

次
年
度
の
シ
ー
ズ
ン
に
間

に
合
う
よ
う
改
修
で
き
る
の
か
。

�

原
因
な
ど
を
確
認
し
た
上

で
予
算
措
置
に
努
め
て
い
く
。

�

プ
ー
ル
横
に
破
損
し
た
遊

具
が
放
置
さ
れ
て
い
る
が
。

�

立
入
り
禁
止
の
措
置
を
取 

っ
て
い
る
。
周
囲
の
破
損
し
た

フ
ェ
ン
ス
も
含
め
て
撤
去
の
た

め
の
予
算
措
置
に
努
め
て
い
く
。

（
教
育
総
務
課
・
中
央
公
民
館
）

問答問答

�

こ
の
制
度
を
財
源
確
保
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
、
多
岐
に

わ
た
る
事
業
を
紹
介
し
、
広
報

に
努
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

問

か
。

�

千
年
の
森
づ
く
り
事
業
以

外
で
福
知
山
ら
し
さ
を
全
国
に

発
信
で
き
る
事
業
が
あ
れ
ば
活

用
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

な
ど
に
よ
り
積
極
的
な
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
財
政
課
・
市
長
公
室
）

�

第
4
次
福
知
山
市
総
合
計

画
後
期
計
画
（
案
）
に
お
い
て

平
成　

年
度
末
に
お
い
て
設
置

27

数
を
6
7
0
件
に
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
が
、
次
年
度
以
降

答問

の
補
助
金
の
継
続
は
。

�

製
品
価
格
の
値
下
げ
や
余

剰
電
力
買
取
制
度
の
充
実
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
福
知

山
市
の
補
助
金
制
度
は
継
続
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

�

一
つ
の
事
業
で
複
数
の
相

乗
効
果
を
出
す
た
め
に
も
石
原

土
地
区
画
整
理
地
で
新
規
に
保

留
地
購
入
し
、
太
陽
光
を
設
置

し
た
方
へ
の
上
乗
せ
補
助
は
で

き
な
い
か
。

�

公
平
性
の
観
点
か
ら
も
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
環
境
政
策
室
）

答問答

福　政　会

芦田　眞弘 議員

遷喬小学校特別教室棟（南側校舎）

�

平
成　

年
4
月
1
日
付
け

22

の
総
務
バ
ス
と
福
祉
バ
ス
の
契

約
に
つ
い
て
、
入
札
前
の
仕
様

書
条
件
で
は
、
大
型
2
種
免
許

者
と
、
社
会
保
険
加
入
者
と

な
っ
て
い
た
が
、
契
約
時
の
条

問

件
か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
た
、

そ
の
理
由
と
市
の
対
応
及
び
処

分
は
。

�

大
型
2
種
の
削
除
は
、
営

業
目
的
で
な
い
た
め
。
社
会
保

険
加
入
の
削
除
に
つ
い
て
は
、

誤
解
を
招
く
行
為
で
あ
り
深
く

反
省
し
て
い
る
が
、
入
札
は
適

正
で
あ
り
、
競
争
性
も
確
保
さ

れ
、
契
約
は
適
正
と
認
識
し
て

い
る
。
処
分
者
は
い
な
い
。

�

今
年
の　

月
に
行
わ
れ
た

10

平
成　

年
度
決
算
審
査
で
、
こ

22

の
バ
ス
の
契
約
に
つ
い
て
監
査

を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

答問

か
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
お
よ

び
今
回
改
め
て
監
査
を
要
求
し

た
が
そ
の
結
果
は
。

�

監
査
資
料
が
膨
大
な
た
め

に
抽
出
監
査
と
な
り
、
監
査
で

き
な
か
っ
た
。
本
件
の
契
約
を

監
査
し
た
結
果
、
不
適
切
な
事

務
処
理
だ
っ
た
と
確
認
し
た
。

�

こ
の
バ
ス
の
委
託
業
者
は

平
成　

年
4
月
1
日
の
時
点
で

22

入
札
の
資
格
は
あ
っ
た
の
か
。

�

入
札
資
格
は
無
く
、
6
月

に
追
加
申
請
さ
れ
て
い
る
。

�

入
札
資
格
が
無
い
の
に
、

な
ぜ
入
札
出
来
た
の
か
。

答問答問

�

資
格
が
あ
る
も
の
と
思
い

込
ん
で
い
た
。
こ
の
登
録
漏
れ

に
つ
い
て
も
地
方
自
治
法
上
は

違
反
と
は
言
え
ず
、
特
段
の
不

都
合
と
か
不
利
益
を
市
に
与
え

た
と
は
言
え
ず
、
契
約
は
有
効

と
考
え
て
い
る
。

�

こ
の
バ
ス
委
託
業
者
の
代

表
者
は
市
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
契

約
当
時
は
松
山
市
長
の
後
援
会

長
代
行
者
で
、
現
在
は
会
長
で

あ
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

�

私
が
こ
の
人
に
会
長
を
お

願
い
し
た
覚
え
は
な
く
、
後
援

会
の
中
で
決
め
ら
れ
た
。
契
約

答問答

の
便
宜
は
は
か
っ
て
い
な
い
。

�

市
長
は
、
市
長
選
の
出
馬

理
由
と
し
て
、
前
市
長
と
そ
の

後
援
会
長
の
悪
し
き
「
し
が
ら

み
」
体
質
を
払
拭
す
る
と
言
わ

れ
当
選
さ
れ
た
。
バ
ス
委
託
業

者
の
代
表
は
市
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、

現
在
も
市
長
の
後
援
会
長
と
聞

い
て
い
る
。
2
期
目
の
出
馬
を

考
え
て
お
ら
れ
る
な
ら
、
こ
の

バ
ス
の
不
正
契
約
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
市
民
が
納
得
す
る
対

応
が
示
さ
れ
な
い
と
、
前
の
市

長
と
名
前
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
、

何
ら
体
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い

問

こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
か
。

�

入
札
資
格
が
な
い
こ
と
も
、

今
日
知
っ
た
。
精
査
し
最
善
の

努
力
を
し
た
い
。

（
総
務
課
・
子
育
て
支
援
課
・

監
査
委
員
事
務
局
）　　
 

答

市民と改革の会

荒川　浩司 議員

市
の
バ
ス
運
行
委
託

の
不
正
契
約
等
に
つ

い
て

入札資格がないのに交わされた契約書
（公文書開示請求により交付された書類）

遷
喬
小
学
校
の
教
育

環
境
設
備
の
改
善
を

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
更
な
る
活
用
を

太
陽
光
発
電
補
助
金

の
今
後
に
つ
い
て
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�

近
年
、「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
」

と
い
う
新
し
い
分
野
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

観
光
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
施

策
は
。

�

8
月
の
全
日
本
小
学
生
ソ

問答

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
開
催
と
あ
わ

せ
て
「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
お
便
利

マ
ッ
プ
」
を
発
行
し
、
大
会
関

係
者
に
市
内
の
施
設
や
試
合
後

の
観
光
な
ど
の
情
報
発
信
を
し

た
。
観
光
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
連
携
が
で
き
た
と
思
う
。

平
成　

年
度
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ

24

大
会
誘
致
と
あ
わ
せ
て
合
宿
誘

致
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
旧

3
町
の
豊
か
な
自
然
や
資
源
も

生
か
し
て
、
訪
問
客
を
呼
び
込

み
た
い
。

�

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
稼
働
率

が
低
い
平
日
を
中
心
に
合
宿
誘

問

致
し
て
、
市
内
滞
在
し
て
も
ら

う
方
法
は
考
え
て
い
る
の
か
。

�

合
宿
は
一
定
期
間
、
地
域

に
滞
在
し
て
も
ら
う
こ
と
で
大

き
な
経
済
効
果
を
生
む
。
体
育

関
係
団
体
や
観
光
関
係
団
体
と

連
携
を
密
に
し
て
、
高
校
・
大

学
の
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
呼

び
込
み
を
図
り
た
い
。

�

行
政
や
各
種
機
関
な
ど
を

つ
な
い
で
組
織
化
し
た
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
連
携
組
織
体
）
が
必

要
と
思
う
が
考
え
は
。

�

戦
略
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
観
光
振
興
と
地
域
振
興
を

答問答

図
る
専
門
的
機
関
と
し
て
ス
ポ 

ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
長
期

的
な
戦
略
と
展
望
で
ス
ポ
ー
ツ

か
ら
観
光
へ
と
繋
げ
て
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

（
観
光
振
興
課
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

�

介
護
保
険
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
業
務
で
、
一
部
地
域
で
は
本

来
管
轄
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
以
外
の
セ
ン
タ
ー
に
出
向

問

く
必
要
が
あ
り
、
住
民
も
大
変

不
便
を
感
じ
て
い
る
。
日
常
生

活
圏
域
で
設
定
さ
れ
た
本
来
の

管
轄
セ
ン
タ
ー
に
一
本
化
す
べ

き
で
は
。

�

セ
ン
タ
ー
の
職
員
配
置
の

関
係
で
平
成　

年
の
開
設
以
来

18

こ
の
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、

受
給
者
・
家
族
・
関
係
者
に
と 

っ
て
も
不
便
で
あ
り
、
好
ま
し

い
状
況
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
平
成　

年
度
中
に
担
当

24

地
域
を
一
本
化
で
き
る
よ
う
に

改
善
し
て
い
き
た
い
。

（
高
齢
者
福
祉
課
） 

答

�

放
置
竹
林
は
土
砂
災
害
の

危
険
が
増
え
、
伐
採
な
ど
の
継

続
的
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
見

解
は
ど
う
か
。

�

こ
れ
ま
で
に
大
き
な
崩
壊

な
ど
の
災
害
は
な
い
が
、
土
砂

流
出
な
ど
の
危
険
性
が
考
え
ら

れ
る
。
近
年
、
間
伐
な
ど
の
必

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
府
の

補
助
事
業
の
採
択
を
検
討
す
る

な
ど
、
早
期
の
対
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。　
　
（
林
業
振
興
課
）

問答

福知山未来の会

森下　賢司 議員

�

小
さ
い
子
ど
も
ほ
ど
放
射

性
物
質
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。

少
し
で
も
放
射
線
内
部
被
ば
く

か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
対

策
が
必
要
だ
。
府
の
基
金
を
利

用
し
て
検
査
機
器
の
導
入
を
。

�

安
全
確
保
の
た
め
に
物
資

問答

選
定
委
員
会
で
食
材
を
選
定
し
、

仕
入
れ
て
い
る
。
食
材
に
応
じ

た
成
分
表
、
細
菌
検
査
な
ど
を

納
入
業
者
に
命
じ
て
い
る
。
現

時
点
で
は
購
入
予
定
は
な
い
。

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
） 

�

民
需
が
低
迷
し
て
い
る
時

こ
そ
、
市
が
発
注
す
る
公
共
事

業
や
公
共
調
達
を
地
元
中
小
業

者
支
援
の
た
め
に
活
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
大
き
な
事

業
は
中
小
業
者
が
請
け
負
え
る

3
0
0
0
万
円
ま
で
に
分
割
発

注
で
き
な
い
か
。

�

市
で
は
工
区
と
工
種
の
2

通
り
の
分
割
発
注
を
実
施
。
平

成　

年
は
1
9
5
件
の
う
ち　

23

43

件
を
分
割
発
注
し
た
。
施
工
上

問答

分
割
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

�

小
規
模
工
事
登
録
制
度
は

全
国
4
5
0
自
治
体
が
取
り
組

み
、
入
札
資
格
を
持
た
な
い
建

設
業
者
が
小
規
模
な
公
共
事
業

を
受
注
で
き
る
仕
組
み
だ
。
市

で
も
検
討
を
す
る
べ
き
だ
。

�

小
規
模
工
事
登
録
制
度
は

他
府
県
で
の
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。（
管
財
契
約
課
）

�

来
年
4
月
新
介
護
保
険
法

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

6
つ
の
日
常
生
活
圏
設
定
に

問答問

対
し
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

４
カ
所
し
か
な
い
。
高
齢
者
人

口
も
増
加
し
、
各
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
量
も
大
変
だ
。
今
後
の
体

制
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
介

護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

�

現
在
、
第
6
次
保
健
福
祉

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体

制
は
委
託
の
方
向
も
含
め
6
つ

の
生
活
圏
域
に
1
カ
所
ず
つ
の

設
置
で
検
討
中
だ
。
人
材
確
保

に
つ
い
て
は
保
健
師
・
社
会
福

祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ 

答

ー
な
ど
の
専
門
職
を
配
置
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
平
成　
24

年
度
に
専
門
職
の
確
保
を
め
ざ

し
て
い
る
。
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
、
予
防
プ
ラ
ン
や
相
談
件

数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
が

必
要
だ
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
は

市
の
判
断
だ
。
ま
だ
、
国
か
ら

事
業
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
そ
れ
を
見
て
か
ら
の
判

断
と
な
る
。　
 
（
高
齢
者
福
祉
課
）

日本共産党市会議員団

大槻富美子 議員

公
共
事
業
を
地
元
中

小
業
者
に
受
注
機
会

の
増
大
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
担
当
地
域
の

一
本
化
を
望
む

災
害
防
止
を
考
え
放

置
竹
林
の
手
入
れ
を

ス
ポ
ー
ツ
観
光
の

推
進
で
観
光
振
興
を

放射能の心配のない安全な給食を
（大江町げん鬼保育園）

学
校
・
保
育
園
給
食

の
放
射
能
検
査
を

介
護
保
険
法
改
正
へ

の
対
応
は
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�

公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題

を
ど
う
考
え
る
か
。

�

維
持
・
更
新
に
は
財
政
的

負
担
が
大
き
く
、
補
修
な
ど
を

含
め
長
寿
命
化
を
図
り
た
い
。

�

民
間
の
事
業
者
に
施
設
の

問答問

運
営
権
を
一
括
し
て
付
与
す
る

方
式
（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
）
の
導
入
を
。

�

全
国
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
見
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。（
管
財
契
約
課
）

�

災
害
情
報
の
発
信
機
能
の

確
保
の
た
め
、
導
入
を
。

�

遠
隔
地
で
あ
り
な
が
ら
定

期
的
に
人
が
行
き
来
し
て
交
流

を
深
め
て
い
る
姉
妹
都
市
、
島

原
市
と
災
害
時
の
協
定
を
整
え

答問答

て
い
き
た
い
。
導
入
に
向
け
、

検
討
し
て
き
た
い
。（

秘
書
広
報
課
）

�

防
災
計
画
を
策
定
す
る
防

災
会
議
の
委
員
に
女
性
委
員
は

い
る
か
。

�

現
時
点
で
は
、
い
な
い
。

�

き
め
細
や
か
な
被
害
者
支

援
策
を
講
じ
る
た
め
に
も
、
防

災
会
議
の
委
員
に
女
性
の
登
用

を
。

�

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ

問答問答

る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
登
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
総
務
課
）

�

Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
命
名
の
由
来
は
。

�

避
難
所
の
Ｈ
、
運
営
の
Ｕ
、

ゲ
ー
ム
の
Ｇ
と
、
各
々
の
頭
文

字
を
並
べ
、
ハ
グ
と
呼
ん
で
い

る
。

�

Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
内
容
は
。

�

図
上
型
防
災
訓
練
と
呼
ば

れ
、
実
際
に
近
い
状
況
を
体
験

し
、
優
先
順
位
な
ど
を
学
ぶ
も

問答問答

の
で
あ
る
。

�

導
入
の
考
え
は
。

�

必
要
な
訓
練
で
あ
る
。
ま

ず
は
防
災
職
員
に
よ
る
研
修
を

深
め
た
上
で
、
導
入
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。　
　
  （
総
務
課
）

�

シ
ス
テ
ム
の
内
容
は
。

�

阪
神
淡
路
大
震
災
で
西
宮

市
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、

災
害
発
生
時
の
住
民
基
本
台
帳

の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
被
災
者

台
帳
を
作
成
し
、
被
災
者
状
況

問答問答

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
罹
災
証

明
書
の
発
行
か
ら
支
援
金
や
義

援
金
の
交
付
、
救
援
物
資
の
管

理
、
仮
設
住
宅
の
入
退
去
な
ど
、

一
元
的
に
管
理
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

�

予
定
通
り
、
平
成　

年
度

24

に
導
入
で
き
る
か
。

�

年
度
内
に
、
少
し
で
も
早

く
導
入
し
て
い
き
た
い
。
 （
総
務
課
）

問答

公明党市会議員団

大谷　洋介 議員

官
民
連
携
に
よ
る
公

共
施
設
の
計
画
的
な

維
持
更
新
を

災
害
時
の
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
代
理
掲
載

を

�

障
害
者
自
立
支
援
法
に
代

わ
る
新
法
、
（
仮
称
）
障
害
者

総
合
福
祉
法
案
を
め
ぐ
る
障
害

者
福
祉
の
課
題
に
つ
い
て
、
現

状
の
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

問

�

施
行
後
5
カ
年
が
経
過
し
、

ど
の
障
害
の
人
も
共
通
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な 

っ
た
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
平
成　
22

年
度
か
ら
の
負
担
軽
減
策
に
よ

り
、
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の

利
用
者
負
担
が
無
料
と
な
っ
た

も
の
の
、
課
税
世
帯
で
は
、
所

得
に
応
じ
て
1
カ
月
の
上
限
が

決
め
ら
れ
、
原
則
1
割
の
利
用

者
負
担
が
発
生
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所

に
と
っ
て
は
日
払
い
方
式
の
導

入
に
伴
い
、
報
酬
が
減
額
と

答

な
っ
た
り
、
地
域
生
活
支
援
事

業
を
展
開
す
る
市
町
村
に
と
っ

て
は
統
合
補
助
金
の
財
源
確
保

が
難
し
く
な
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
よ
る
問
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。（

社
会
福
祉
課
）

�

校
舎
の
老
朽
な
ど
に
よ
り
、

雨
漏
り
を
し
て
い
る
が
、
状
況

と
対
策
は
ど
う
か
。

�

現
在
、
施
設
を
適
性
に
維

持
す
る
た
め
、
雨
漏
り
個
所
の

問答

特
定
と
そ
の
改
修
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
雨
漏
り
個
所
の
特

定
と
改
修
に
向
け
て
、
早
期
に

予
算
確
保
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

（
教
育
総
務
課
）

�

豊
富
用
水
は
、
1
9
5
0

年
8
月
に
築
堤
が
つ
く
ら
れ
、

す
で
に　

年
経
過
し
て
い
る
。

61

今
年
9
月
に
は
和
歌
山
県
・
奈

良
県
で
、
大
雨
に
よ
る
災
害
が

起
き
た
。
豊
富
用
水
の
堤
体
が

問

崩
壊
し
た
場
合
に
は
、
大
惨
事

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
対

策
は
ど
う
か
。

�

下
流
へ
の
連
絡
体
制
は
ダ

ム
管
理
者
が
現
場
に
出
向
き
監

視
を
行
い
、
非
常
時
に
は
ダ
ム

管
理
者
が
市
の
対
策
本
部
、
警

戒
本
部
を
始
め
、
国
土
交
通
省

福
知
山
河
川
国
道
事
務
所
、
京

都
府
中
丹
西
土
木
事
務
所
、
警

察
、
消
防
団
、
地
元
自
治
会
、

地
区
担
当
理
事
へ
の
連
絡
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

�

上
下
豊
富
地
域
の
下
流
自

治
会
で
有
線
放
送
が
な
い
が
、

答問

整
備
す
る
に
は
。

�

連
絡
体
制
の
充
実
で
は
、

自
治
会
ご
と
の
有
線
の
補
助
制

度
も
あ
り
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

（
農
林
管
理
課
）

答

日本共産党市会議員団

足立　　進 議員

田植え時期には満水になる豊富用水池（奥榎原）

女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
行
政
の
総
点
検

を

避
難
所
運
営
の
体
験

型
訓
練
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）

の
導
入
を

被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を

障
害
者
自
立
支
援
法

の
市
の
考
え
は

学
校
施
設
の
改
修
は

豊
富
用
水
の

防
災
対
策
は
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［一般会計］ 
 収入 425億3111万円　 支出 409億8934万円 

［企業会計（ガス・水道・病院事業）］ 
 収入 105億3246万円　 支出 103億4936万円 

［特別会計（国民健康保険事業など17事業）］ 
  収入 235億7436万円　 支出 255億3185万円 

平成22年度決算 21会計を認定!平成22年度決算 21会計を認定!
一般会計では39年連続黒字決算 

　決算審査特別委員会（田中法男委員長、芦田眞弘副委員長）を10月17日から24日の日程で開催し、平成22
年度福知山市歳入歳出決算について審査しました。 
　審査では、税収など収入の状況、各事業の支出の状況について質疑を行い、各分野の施策において適正な予算
執行がされたかを慎重に審査しました。その結果、12月定例市議会において、平成22年度福知山市歳入歳出決
算に係る21議案のすべてを認定しました。 

決算審査 
特別委員会 
審査報告 

 

質
疑
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

▼〔
一
般
会
計
歳
入（
収
入
）〕

Ｑ　

依
存
財
源
で
あ
る
交
付
税

や
市
債
（
借
金
）
が
増
え
て
き

て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

Ａ　

地
方
交
付
税
は
市
税
の
減

収
に
伴
い
増
え
て
い
る
。
臨
時

財
政
対
策
債
・
合
併
特
例
債
等

の
伸
び
が
あ
っ
た
。
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
市
債
発
行
に

努
め
な
が
ら
公
債
費
の
負
担
は

減
ら
し
て
い
き
た
い
。

▼〔
一
般
会
計
歳
出（
支
出
）〕

Ｑ　

民
生
児
童
委
員
活
動
事
業

の
課
題
は
。

Ａ　

民
生
児
童
委
員
に
は
社
会

情
勢
の
変
化
で
対
応
し
て
い
た

だ
く
事
業
が
増
え
て
い
る
。
活

動
内
容
の
見
直
し
や
点
検
を
進

め
て
い
る
。

Ｑ　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
事
業

の
状
況
は
。

Ａ　

平
成　

年
度
か
ら
市
長
公

21

約
事
業
と
し
て
展
開
し
、
受
診

者
は
増
え
て
き
て
い
る
。
対
象

者
8
2
3
人
の
う
ち
3
5
7
人

が
受
診
さ
れ
た
。

Ｑ　

京
野
菜
こ
だ
わ
り
産
地
支

援
事
業
の
状
況
は
。

Ａ　

農
区
長
や
地
区
推
進
協
議

会
と
も
連
携
し
、
よ
り
効
率
的

な
団
体
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

考
え
て
い
る
。

Ｑ　

道
路
の
維
持
管
理
・
修
繕

整
備
の
成
果
は
。

Ａ　

1
5
9
自
治
会
か
ら
の
要

望
は
4
6
7
件
。
2
1
1
件
を

実
施
し
、　

・
2
％
の
達
成
率

45

で
あ
る
。

Ｑ　

文
武
向
上
プ
ラ
ン
学
校
支

援
事
業
の
取
組
み
は
。

Ａ　

学
校
長
の
裁
量
に
よ
り
、

実
態
に
合
わ
せ
て
事
業
展
開
を

し
て
い
る
。

▼〔
特
別
会
計
〕

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
黒

字
の
要
因
は
。

Ａ　

収
納
率
が
伸
び
た
こ
と
、

医
療
費
の
伸
び
率
が
前
年
と
比

べ
低
く
推
移
し
た
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

Ｑ　

下
水
道
事
業
の
賦
課
漏
れ

発
覚
後
の
防
止
策
は
。

Ａ　

事
務
改
善
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
ガ
ス
水
道
部
と
の
連

携
を
密
に
す
る
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

▼〔
企
業
会
計
〕

Ｑ　

水
道
事
業
が
黒
字
に
変

わ
っ
た
要
因
は
。

Ａ　

料
金
改
定
に
よ
る
。
現
在

の
収
支
状
況
な
ら
、
し
ば
ら
く

は
改
定
し
な
く
て
い
い
と
考
え

て
い
る
。

総　

括

Ｑ　

経
常
収
支
比
率
や
財
政
指

標
に
つ
い
て
、
改
善
の
要
因
や

分
析
状
況
は
。

Ａ　

経
常
収
支
比
率　

・
5
％

83

は
京
都
府
内
で
一
番
低
い
。
行

政
改
革
の
実
施
に
よ
り
、
人
件

費
、
公
債
費
（
借
金
返
済
）
な

ど
の
義
務
的
経
費
の
削
減
が
図

れ
た
。

討　

論

（
賛　

成
）

■
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金

の
繰
入
れ
は
行
わ
ず
、
財
政
健

全
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

■
赤
字
会
計
は
3
会
計
に
減
少
、

基
金
額
の
増
額
を
確
保
す
る
な

ど
評
価
す
る
。

■
義
務
的
経
費
の
中
で
人
件
費

な
ど
を
削
減
し
、
市
民
生
活
に

関
わ
る
経
費
に
あ
て
ら
れ
て
い

る
。

■
事
業
の
統
廃
合
に
よ
り
、
安

定
的
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
た
。

■
監
査
請
求
も
大
き
く
伸
び
、

情
報
公
開
が
進
ん
で
い
る
。

（
反　

対
）

◆
市
民
税
は
昨
年
に
続
い
て
大

き
く
減
少
し
て
お
り
、
決
算
は

黒
字
で
あ
っ
て
も
、
市
民
生
活

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

◆
国
保
料
徴
収
事
務
の
税
機
構

移
管
は
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
下
水
道
料
賦
課
漏
れ
の
対
応

も
十
分
で
な
い
。

◆
不
能
欠
損
処
理
の
根
拠
が
明

確
で
な
い
。

◆
私
的
債
権
に
対
す
る
強
制
執

行
の
導
入
を
要
望
す
る
。

◆
外
部
監
査
の
導
入
が
必
要
。

◆
周
辺
地
域
に
は
日
が
当
て
ら

れ
て
い
な
い
。

（決算特別委員会 10月 17 日）

決算審査特別委員会ってなに？
　本市では例年、9月定例会に市
長から前年度の「決算認定議案」
が提出されます。議会は特別に委
員会を設置して、決算認定議案を
慎重に審査し、市のお金が無駄な
く使われたか、また、事業の成果
などを、市長側に質問します。そ
れが「決算審査特別委員会」です。
　本市の場合は、26名の議員全
員が委員となり審査を行います。
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●
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

整
備
事
業
と
し
て
、
器
具
格
納

庫
を
六
人
部
地
域
公
民
館
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
す
る
予
定
で

す
。
そ
し
て
、
障
が
い
の
あ
る

方
々
が
、
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
チ
ェ

ア
ー
・
投
て
き
用
固
定
台
の
日

常
的
な
使
用
に
よ
り
練
習
成
果

を
発
揮
し
て
も
ら
い
大
会
等
に

も
出
場
さ
れ
れ
ば
、
本
市
が
目

指
す
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
国
の
勧
告
に
準
じ
て
職
員
給

与
を
下
げ
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、

民
間
の
賃
下
げ
に
も
つ
な
が
り

地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
も
大

き
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
減
額
分
に
つ
い
て
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
た
い
と
の

こ
と
で
す
。（
賛
成
多
数
可
決
）

　
　
　
　
　
　

●
自
動
販
売
機
の
設
置
料
金
は
、

従
来
、
1
㎡
1
2
0
0
円
の
使

用
料
で
し
た
が
、
今
回
よ
り
財

源
確
保
の
た
め
貸
付
料
と
し
、

公
募
に
よ
る
入
札
ま
た
は
見
積

合
わ
せ
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
少
し
で
も
財
産
の
有
効

活
用
に
な
れ
ば
と
の
こ
と
で
す
。

（
全
員
賛
成
可
決
）

●
夜
久
野
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
施
設
（
ほ
っ
こ
り
館
他
）
の

指
定
管
理
者
に
株
式
会
社　

夜

久
野
ガ
ー
デ
ン
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
新
会
社
で
は
あ
り
ま
す

が
、
現
管
理
者
側
か
ら
総
支
配

人
が
出
向
し
経
営
面
の
ノ
ウ
ハ

ウ
に
つ
い
て
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
受
け
る
こ
と
や
、
ま

た
従
業
員
も
ほ
ぼ
全
員
の
方
が

残
り
、
仕
入
や
食
器
関
係
も
引

き
継
ぎ
を
受
け
、
現
場
体
制
を

円
滑
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
後
は
、
宿
泊
を
増
や
す

た
め
大
学
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ
や
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
強
め
る
た
め
法
事

や
敬
老
会
等
の
集
客
拡
大
の
方

法
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
す
。（
全
員
賛
成
可
決
）

●
夜
久
野
子
ど
も
等
体
験
農
園

の
指
定
管
理
者
に
は
、
農
業
体

験
指
導
の
実
績
を
考
え
、
現
指

定
管
理
者
の
や
く
の
農
業
振
興

団
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
全
員
賛
成
可
決
） 

●
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
付

事
業
で
は
、
筒
状
の
ケ
ー
ス
の

中
に
、
そ
の
方
の
か
か
り
つ
け

医
や
持
病
な
ど
の
医
療
情
報
、

服
薬
情
報
や
緊
急
連
絡
先
な
ど

を
記
入
し
た
用
紙
、
診
察
券
、

保
険
証
の
写
し
な
ど
を
入
れ
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
菅
し
て
お

く
こ
と
で
、
救
急
搬
送
時
の
対

応
の
強
化
を
図
る
事
業
。
委
員

よ
り
、
す
で
に
2
団
体
が
キ
ッ

ト
の
配
布
活
動
を
し
て
お
り
、

無
駄
の
な
い
よ
う
に
進
め
て
ほ

し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
多
く
の
委
員
か
ら
一
人
暮

ら
し
の
方
の
情
報
の
一
元
化
に

つ
い
て
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん

の
情
報
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
、
継

続
し
た
相
談
事
業
が
で
き
る
よ

う
に
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
事
業
で
は
、
当
初
1
0

0
件
を
予
定
し
て
い
た
が
、
大

幅
に
申
請
件
数
が
増
加
し
た
た

め
、
約
5
0
0
万
円
の
補
正
を

行
う
も
の
。
委
員
か
ら
、
他
市

と
比
べ
る
と
1　

当
た
り
1
万

ｋｗ

5
0
0
0
円
の
補
助
金
は
安
い

の
で
見
直
し
を
求
め
る
意
見
と
、

市
か
ら
国
や
府
へ
補
助
金
の
基

準
を
決
め
る
よ
う
働
き
か
け
る

べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
買
取

制
度
を
見
守
り
た
い
。
ま
た
、

補
助
金
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
市
長
は
山
田
知
事
に
申

し
出
を
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

●
子
宮
頚
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
は
、
原
因
と
な
る
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

事
業
で
、
平
成　

年
3
月
か
ら

23

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
接
種
で
き

な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
6
月

か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
確
保

さ
れ
た
の
で
接
種
再
開
と
す
る
。

対
象
者
は
、
中
学
1
年
生
か
ら

高
校
2
年
生
で
、
1
人
に
つ
き

3
回
の
接
種
を
行
う
事
業
。

●
子
ど
も
手
当
支
給
事
務
事
業

で
は
、
子
ど
も
手
当
が　

月
か

10

ら
改
正
さ
れ
、
保
育
料
等
を
徴

収
す
る
シ
ス
テ
ム
環
境
を
整
備

す
る
事
業
。
申
請
が
あ
れ
ば
学

校
給
食
費
等
も
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
。（
賛
成
多
数
可
決
）

●
東
日
本
大
震
災
等
に
伴
う
、

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
で
す
。
支

給
範
囲
を
「
死
亡
者
に
係
る
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
又
は
祖

父
母
の
い
ず
れ
も
が
存
し
な
い

場
合
で
あ
っ
て
、
兄
弟
姉
妹
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
兄
弟
姉
妹

（
死
亡
者
の
死
亡
当
時
そ
の
者

と
同
居
し
、
又
は
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
者
に
限
る
。
）
」

に
拡
大
す
る
。（全

員
賛
成
可
決
）

　

月月月月月月
定定定定定定
例例例例例例
市市市市市市
議議議議議議
会会会会会会
常常常常常常
任任任任任任
委委委委委委
員員員員員員
会会会会会会
審審審審審審
査査査査査査
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告告告告告告

月
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審
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§
§
§
§
§
§
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総　　　務
常任委員会

　
　

月
定
例
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
条
例
改
正
、

12
補
正
予
算
な
ど　

議
案
を　

月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査

11

12

15

を
行
い
、
9
議
案
を
全
員
賛
成
、
2
議
案
を
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

市 民 厚 生
常任委員会

　
　

月
定
例
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
条
例
改
正
、

12
補
正
予
算
な
ど
7
議
案
を　

月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査

12

15

を
行
い
、
6
議
案
を
全
員
賛
成
、
1
議
案
を
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
審
査

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

　

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

主
な
議
案
審
査

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

　

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

▼
福
知
山
市
一
般
職
職
員

　

の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

等
の
一
部
改
正

▼
公
の
施
設
に
係
る
指
定

　

管
理
者
の
指
定

▼
福
知
山
市
行
政
財
産
使

　

用
料
条
例
の
一
部
改
正

▼
公
の
施
設
に
係
る
指
定

　

管
理
者
の
指
定

▼
福
知
山
市
災
害
弔
慰
金
の

　

条
例
の
一
部
改
正
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●
9
月
の
台
風　

号
等
に
よ
り

15

発
生
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設

災
害
や
林
道
施
設
災
害
に
対
す

る
復
旧
事
業
に
、
1
6
5
7
万

4
0
0
0
円
を
補
正
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
融
資
貸
付
事
業
で

は
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三
和
へ

立
地
決
定
し
た
企
業
へ
の
貸
付

に
つ
い
て
、
当
初
予
算
で
1
億

円
を
充
て
て
い
た
が
、
不
足
す

る
た
め
に
、
今
回
6
1
0
0
万

円
を
補
正
す
る
も
の
で
、
全
て

ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三
和
の
企
業

に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
融
資

の
期
間
は
、
5
年
以
上　

年
以

15

内
で
、
5
年
以
内
の
据
置
期
間

が
あ
り
ま
す
。（
全
員
賛
成
可
決
）

●
牛
な
ど
の
利
用
頭
数
の
増
加

に
伴
い
、
一
般
管
理
費
2
6
2

万
6
0
0
0
円
を
補
正
し
ま
す
。

特
に
、
場
内
の
水
洗
い
や
掃
除

を
す
る
た
め
に
多
く
の
水
道
代

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
危
険

部
位
等
焼
却
手
数
料
に
つ
い
て

は
、
ケ
ガ
を
し
た
牛
な
ど
が
多

く
、
昨
年
度
は
1
5
3
頭
で
あ 

っ
た
が
今
年
度
は
2
3
0
頭
を

超
え
る
と
見
込
ん
で
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
可
決
）

●
指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
伴

い
、
事
務
所
が
現
在
の
管
理
棟

か
ら
卸
売
棟
へ
移
る
た
め
、
そ

れ
に
伴
う
消
防
設
備
等
の
移
設

工
事
に
係
る
経
費
と
し
て
4
7

4
万
円
を
補
正
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
可
決
）

●
家
庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ 

ー
ム
に
つ
い
て
は
、
市
の
仕
入

れ
価
格
は
1
台
2
0
0
万
円
で

4
台
見
込
ん
で
お
り
、
1
台　
85

万
円
の
補
助
金
は
購
入
者
へ
入

る
。
ま
た
、
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー

の
市
の
仕
入
れ
価
格
は
1
台
6

0
0
万
円
で
、
１
台
見
込
ん
で

い
る
。
補
助
率
は
補
助
対
象
経

費
の
3
分
の
1
以
内
で
あ
り
、

購
入
者
に
補
助
金
が
入
る
と
の

答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ガ
ス
事
業
の
民
営
化
公
募
に
つ

い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
以
後
、

ガ
ス
の
需
要
が
伸
び
て
い
て
、

公
募
の
チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止
め

て
い
る
。
平
成　

年
に
は　

15

54

あ
っ
た
公
営
ガ
ス
事
業
者
は
、

現
在
で
は　

に
減
っ
て
い
る
と

33

の
答
弁
で
し
た
。

　
（
賛
成
多
数
可
決
）

 

●
道
路
新
設
改
良
事
業
と
し
て
、

前
田
ア
ザ
ミ
谷
線
に
歩
道
を
新

設
し
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
3
0
0
0
万
円
と
、

国
道
9
号
線
関
連
安
心
安
全
整

備
事
業
と
し
て
、
福
知
山
停
車

場
奥
榎
原
線
の
新
設
改
良
工
事

を
行
い
、
道
路
交
通
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
2
0
0
0
万

円
を
補
正
し
ま
す
。
委
員
か
ら

は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
補
助
裏
分
（
補
助
対
象
事
業

費
に
補
助
金
を
充
当
し
た
残
り

分
）
は
、
合
併
特
例
債
が
適
用

で
き
な
い
か
、
と
の
質
疑
が
あ

り
、
公
共
事
業
債
で
対
応
し
、

充
当
率　

％
交
付
税
措
置
は
約

90

　

％
で
あ
る
。
ま
た
、
合
併
特

20例
債
を
適
用
す
る
事
業
は
、
旧

1
市
3
町
全
体
の
発
展
に
資
す

る
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
今
回

の
補
正
は
旧
市
内
に
の
み
関
連

す
る
事
業
な
の
で
適
用
さ
れ
な

い
と
の
答
弁
で
し
た
。

●
住
宅
耐
震
改
修
事
業
と
し
て
、

安
心
・
安
全
な
地
震
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
震
時

の
倒
壊
家
屋
の
減
少
と
市
民
防

災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

9
0
0
万
円
を
補
正
し
ま
す
。

委
員
か
ら
住
宅
耐
震
改
修
事
業

の
工
事
費
の
内
訳
や
、
新
耐
震

基
準
以
前
の
昭
和　

年
ま
で
に

56

建
設
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
工
事

の
進
捗
を
問
う
質
疑
が
あ
り
、

工
事
の
大
半
は
リ
フ
ォ
ー
ム
を

兼
ね
て
さ
れ
て
い
る
。
耐
震
診

断
1
・
0
以
上
に
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
補
強
を
さ
れ
る
の
か

示
し
て
い
た
だ
き
、
耐
震
工
事

費
分
の
上
限
1
2
0
万
円
に
対

し
て
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
耐
震
診
断
は
、
平

成　

年
か
ら
取
り
組
み
、
現
在

18
ま
で　

件
受
け
ら
れ
て
い
る
。

98

耐
震
改
修
は
、
平
成　

年
度
0

21

件
、
平
成　

年
度
2
件
、
平
成

22

　

年
度
5
件
の
計
7
件
と
の
答

23

弁
で
し
た
。

●
小
学
校
就
学
援
助
事
業
・
特

別
支
援
就
学
奨
励
事
業
と
し
て
、

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
児

童
の
保
護
者
に
、
就
学
に
必
要

な
学
用
品
等
の
援
助
を
行
い
、

金
銭
面
で
の
不
就
学
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
就
学
援
助
費
と
し

て
2
4
3
万
8
0
0
0
円
を
補

正
し
ま
す
。
委
員
か
ら
、
準
要

保
護
児
童　

人
増
の
特
徴
に
つ

32

い
て
質
疑
が
あ
り
、
所
得
に
よ

る
基
準
が
あ
る
の
で
、
所
得
の

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
収
入
減
や
、
経
済
的
事
情

に
よ
り
、
就
学
援
助
率
は
平
成

　

年
度　

・
5
％
、
平
成　

年

21

16

22

度　

・
2
％
、
平
成　

年
度
は

17

23

　

・
6
％
の
予
定
で
、
年
々
上

17が
っ
て
い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

（
全
員
賛
成
可
決
）
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§
§
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§
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§
§　
　

月月月月月月
定定定定定定
例例例例例例
市市市市市市
議議議議議議
会会会会会会
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審審審審審審
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月
定
例
市
議
会 
常
任
委
員
会
審
査
報
告

11111122222212

経　 済
常任委員会

　
　

月
定
例
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
条
例
改
正
、

12
補
正
予
算
な
ど
8
議
案
を　

月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査

12

15

を
行
い
、
7
議
案
を
全
員
賛
成
、
1
議
案
を
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

文 教 建 設
常任委員会

　
　

月
定
例
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
補
正
予

12
算
な
ど
の
9
議
案
を　

月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査
を
行

12

15

い
、
全
議
案
を
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

　

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

　

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

民営化の対象のガス基
地（奥野部）

▼
福
知
山
市
公
設
地
方
卸

　

売
市
場
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算

▼
福
知
山
市
と
畜
場
費
特

　

別
会
計
補
正
予
算

▼
福
知
山
市
ガ
ス
事
業
会

　

計
補
正
予
算
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新
企
画
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
「
元
気
や
で
福
知

山
！
」
の
第
2
回
を
掲
載

し
ま
す
。

　

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る

人
を
、
取
材
先
と
し
て
募

集
し
、
議
員
が
訪
問
し
ま

す
。

　

今
回
は
、
福
知
山
市
消
防

団
「
ふ
く
ち
や
ま
フ
ァ
イ
ヤ

ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
団
員

の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
ま
し
た
。

　

「
ふ
く
ち
や
ま
フ
ァ
イ
ヤ

ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」
は
、
平

成　

年　

月
、
地
域
住
民
へ

13

10

の
火
災
予
防
運
動
広
報
の
推

進
お
よ
び
防
火
活
動
の
啓
発
、

消
防
団
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ド
隊
」

と「
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
」　

で

構
成
さ
れ
、
現
在
は　

名
で

28

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ド
隊
は
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ

の
防
火
訪
問
や
火
災
予
防
運

動
期
間
中
に
お
け
る
大
型
店

舗
で
の
広
報
活
動
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
直
接
言
葉
を

交
わ
し
な
が
ら
火
災
予
防
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

月
一
回
の
定
例
会
で
は
、

規
律
訓
練
や
防
災
・
火
災
予

防
に
つ
い
て
の
研
修
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
訪
問
活
動
や

広
報
活
動
も
含
め
て
年
間　
20

回
を
超
え
る
活
動
を
行
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
部
長
の 
高 たか

 
岡  
明  
子 
さ
ん
、
班
長
の 
瓦
井 

お
か 
あ
き 
こ 

か
わ
ら
い

 
利  
絵 
さ
ん
に
よ
る
と
、
入
団

り 

え

さ
れ
た
動
機
は
「
現
場
で
実

際
に
消
火
活
動
す
る
消
防
団

員
に
な
り
た
か
っ
た
」、「
市

外
の
出
身
者
で
あ
り
、
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
福
知
山
市

に
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
意
志

の
強
さ
と
や
る
気
に
感
心
を

し
ま
し
た
。

　
「
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
」
は
、

規
律
正
し
く
威
風
堂
々
と
し

た
演
技
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

消
防
職
員
・
消
防
団
員
の
士

気
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

消
防
行
事
や
市
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
演
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
消
防
の
大
切
さ
を
広

報
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

練
習
は
毎
週
一
回
で
、
本

番
前
に
は
週
二
回
に
な
り
仕

事
や
家
庭
の
両
立
と
い
う
面

も
含
め
、
心
身
と
も
に
ハ
ー

ド
な
も
の
で
す
が
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
取
り
組
む
仲
間
の
存

在
に
支
え
ら
れ
、
練
習
に
励

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
部
長
の 
中  
村  
奈 

な
か 
む
ら 
な

 
三 
さ
ん
、
班
長
の 
藪  
見 
い
つ

み 

や
ぶ 
み

み
さ
ん
に
よ
る
と
入
団
の

き
っ
か
け
は
、「
同
じ
職
場
の

人
が
隊
員
だ
っ
た
」、「
男
性

と
同
じ
よ
う
な
活
動
を
す
る

消
防
団
員
に
な
り
た
か
っ

た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

練
習
や
本
番
で
は
キ
ツ
イ

時
も
あ
り
ま
す
が
、
や
り
遂

げ
た
時
の
達
成
感
や
一
体
感

は
何
事
に
も
代
え
が
た
い
も

の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

広
報
を
し
て
い
き
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
今
ま
で
以
上
に
消

防
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

入
団
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

フ
ァ
イ
ヤ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス
の
活
動
の
様
子
は
、
福
知

山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
消
防

本
部
の
消
防
団
を
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

議員訪問インタビュー No.2

福知山市消防団「ファイヤーエンジェルス」を訪問 
～火災のないまちづくりを進める女性団員たち～ 

■訪問議員：芦田　眞弘議員・高橋　正樹議員（1月5日防災センター・日新中学校体育館にて） 

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
様

方
の
お
手
元
に
届
く
頃
は
、

松
の
内
も
過
ぎ
、
節
分
を
迎

え
る
時
季
か
と
思
い
ま
す
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
改
め
て
、

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
、
国
内
で
は
、
な
す

す
べ
も
な
い
程
の
自
然
の
驚

異
に
見
舞
わ
れ
、
知
性
や
科

学
の
限
界
を
い
や
お
う
な
く

眼
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
よ

う
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
世
界
に
お
い
て
は
、
欧

州
の
金
融
不
安
に
端
を
発
し

て
、
格
差
社
会
へ
の
批
判
と

先
行
き
不
安
に
対
す
る
不
満

の
噴
出
を
目
の
あ
た
り
に
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
激

動
と
価
値
観
の
混
乱
の
中
で

も
社
会
や
家
族
の
「
絆
」
の

尊
さ
と
重
要
性
に
一
人
一
人

が
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

幾
度
と
な
く
、
自
然
の
驚

異
と
壊
滅
の
危
機
を
懸
命
に

乗
り
越
え
、
再
生
し
て
き
た

我
が
国
。

　

他
者
へ
の
配
慮
を
絶
や
さ

ず
、
お
ご
り
の
な
い
姿
勢
で

再
生
に
向
け
た
確
固
と
し
た

今
年
を
築
き
上
げ
て
い
け
る

こ
と
を
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
）

インタビューの様子

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

（
1
月
8
日
出
初
式
）

訓練に励むファイヤーガード隊
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